
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

A4 (210mm × 297mm)

後北条氏遺臣桜井氏の越前関係文書について

鳥居和郎・根本佐智子

2014 年（平成 26 年）10 月

神奈川県立博物館研究報告―人文科学―　第 41 号



後
北
条
氏
遺
臣
桜
井
氏
の
越
前
関
係
文
書
に
つ
い
て

一
研
究
ノ
ー
ト
｝

｛
要
旨
］

こ
れ
ま
で
「
桜
井
家
文
書
」
と
い
え
ば
戦
国
大
名
北
条
氏
に
関
連
す
る
一
括
文

書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
、
北
条
氏
の
滅
亡
に
よ

り
桜
井
氏
は
結
城
秀
康
へ
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
秀
康
と
と
も
に
越
前
国
に
移

動
、
秀
康
没
後
は
忠
直
な
ど
に
仕
え
た
。
そ
の
た
め
桜
井
家
に
は
越
前
時
代
の
文

書
も
二
十
通
程
伝
存
し
た
。
後
に
桜
井
氏
が
越
前
を
離
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
文
書
は
、
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
ず
伝
存
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
忠
直
関
係

史
料
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
近
世
初
頭
の
越
前
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
も
重
要

な
文
書
群
と
い
え
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
文
書
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
幾
つ
か

の
テ
ー
マ
を
設
け
考
察
を
加
え
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

桜
井
武
兵
衛
、
結
城
秀
康
、
松
平
忠
直
、
後
北
条
氏
遺
臣

鳥

居

和

郎

根

本

佐

智

子

p

こ
れ
ま
で
「
桜
井
家
文
書
」
と
い
え
ば
、
現
存
唯
一
の
北
条
氏
直
の
私
印
に
よ
る

印
判
状
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
保
存
状
態
が
良
好
で
あ
る
た
め
、
後
北
条

氏
が
発
給
し
た
文
書
様
式
や
折
式
の
研
究
で
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
文
書
と
し

て
知
ら
れ
て
き
た
。
桜
井
氏
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
、
北
条
氏
が
滅
亡
し
た
後

は
結
城
秀
康
に
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
秀
康
へ
越
前
国
が
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ

に
と
も
な
い
移
動
、
秀
康
没
後
は
二
代
忠
直
に
仕
え
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
に
よ
り

桜
井
家
に
伝
来
し
た
文
書
は
、
北
条
時
代
に
加
え
て
越
前
時
代
、
ま
た
、
そ
の
系
譜

が
松
江
の
松
平
家
に
仕
え
た
た
め
、
大
き
く
分
け
る
と
三
期
の
文
書
群
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
後
北
条
氏
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
桜
井
元
昭
氏
か
ら
、
縁

故
の
地
で
保
存
を
と
の
ご
厚
意
に
よ
り
当
館
が
譲
り
受
け
た
が
、
こ
の
度
、
越
前
時

代
の
文
書
に
つ
い
て
も
同
様
に
収
蔵
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
桜
井
武
兵
衛
と
い
う
武
士
が
戦
国
か
ら
近
世
初
頭
と
い
っ
た
大
き

な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
姿
を
、
文
書
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
は
未
紹
介
の
文

書
が
多
く
、
近
世
初
頭
の
越
前
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
文
書
群
と
い
え

る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
文
書
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
四
章
か
ら
な
る
解
題
を
加
え

た
。
。
、
越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
に
つ
い
て
」
で
は
本
文
書
群
の
特
徴
を
述
べ
、

「
二
、
越
前
時
代
の
桜
井
家
の
知
行
に
つ
い
て
」
ま
た
「
三
、
松
平
忠
直
書
状
と
桜
井

武
兵
衛
に
つ
い
て
」
で
は
武
兵
衛
を
中
心
と
し
た
越
前
時
代
の
桜
井
氏
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
「
四
、
『
桜
井
武
兵
衛
覚
書
』
か
ら
み
た
後
北
条
氏
の
恩
賞
申

請
に
つ
い
て
」
で
は
後
北
条
時
代
の
恩
賞
申
請
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

は
じ
め
に
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（
二
桜
井
氏
と
桜
井
武
兵
衛

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
ま
で
に
作
成
さ
れ
、
北
条
氏
康
時
代
の
家
臣
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
の
江
戸
衆
の
中
に
、
小
石
川
本
所
方

（
現
東
京
都
文
京
区
小
石
川
・
白
山
・
春
日
あ
た
り
）
に
五
六
貫
五
八
一
文
の
所
領
を

（

１

）

持
つ
「
桜
井
」
姓
の
人
物
が
い
る
。
ま
た
、
永
禄
十
年
六
月
、
氏
康
は
「
奥
津
」
と

「
桜
井
」
の
両
名
に
、
品
川
湊
（
現
東
京
都
品
川
区
）
で
米
の
買
い
付
け
を
命
じ
て
い

（
２
）る

。
こ
れ
ら
「
桜
井
」
は
武
兵
衛
の
父
左
近
（
実
名
不
詳
、
官
途
名
和
泉
守
を
称
し

た
）
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
史
料
に
よ
り
桜
井
氏
は
江
戸
に
所
領
を
持
ち
、
そ
の
周

辺
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

武
兵
衛
の
活
動
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
の
初
見
は
、
「
我
等
は
し
り
め
く

り
之
覚
（
桜
井
武
兵
衛
覚
書
ご
（
図
岨
）
の
中
に
見
ら
れ
る
天
正
九
年
十
月
、
駿
河

の
徳
倉
城
（
現
静
岡
県
清
水
町
）
で
の
合
戦
の
記
述
で
あ
る
。
続
い
て
、
天
正
十
二

年
十
月
四
日
、
武
兵
衛
は
父
（
和
泉
守
・
左
近
）
の
死
去
に
よ
り
、
北
条
氏
よ
り
家

（

３

）

督
の
継
承
を
認
め
る
虎
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
た
。
桜
井
家
に
伝
来
し
た
系
図
に
よ
る

（
４
）と

、
武
兵
衛
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
二
七
月
十
七
日
に
七
十
五
歳
で
死
去
と
あ
る

た
め
、
弘
治
三
年
二
五
五
七
）
の
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
。
初
名
は
父
と
同
様
に
左
近
、

実
名
は
元
勝
、
法
名
は
春
松
院
日
櫻
草
儀
信
士
で
あ
る
。

ま
た
、
同
十
四
年
七
月
二
十
四
日
、
北
条
氏
は
武
兵
衛
に
上
野
の
沖
之
郷
（
現
群

（

５

）

馬
県
前
橋
市
）
に
五
十
貫
文
を
宛
行
っ
た
（
十
五
貫
文
の
同
心
給
も
）
。
ま
た
、
同
十

六
年
八
月
二
十
六
日
、
沖
之
郷
が
無
所
務
と
な
っ
た
た
め
替
地
と
し
て
長
手
郷
（
同

太
田
市
）
を
宛
行
い
、
同
十
七
年
六
月
朔
日
に
は
長
手
郷
新
宿
の
地
を
諸
役
免
除
と

し
、
武
兵
衛
に
宿
駅
の
整
備
を
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
武
兵
衛
の
代
に
活
動
の
本
拠

が
武
蔵
か
ら
上
野
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

｜
、
越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
に
つ
い
て

同
十
八
年
の
小
田
原
合
戦
で
は
、
上
野
国
衆
と
共
に
小
田
原
城
に
入
城
、
七
月
五

日
の
開
城
ま
で
籠
城
戦
に
参
加
、
落
城
後
は
結
城
秀
康
に
仕
官
し
た
。

武
兵
衛
が
仕
え
た
結
城
秀
康
は
徳
川
家
康
の
二
男
だ
が
、
天
正
十
二
年
二
五
八

四
）
、
羽
柴
秀
吉
と
織
田
信
雄
・
家
康
の
間
で
行
わ
れ
た
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
の
講

和
の
条
件
で
秀
吉
の
養
子
と
な
っ
た
。
ま
た
、
小
田
原
合
戦
後
、
秀
吉
と
の
関
係
強

化
を
求
め
た
下
総
の
結
城
晴
朝
の
依
頼
に
よ
り
結
城
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
慶
長
五

年
（
一
六
○
○
）
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
際
、
家
康
は
秀
康
に
会
津
の
上
杉
景
勝
の
南

下
を
抑
え
る
役
割
を
命
じ
、
翌
年
、
そ
の
功
績
に
よ
り
越
前
一
国
が
与
え
ら
れ
た
。

越
前
時
代
の
武
兵
衛
の
様
子
は
本
稿
で
紹
介
す
る
「
桜
井
家
文
書
」
の
他
、
秀
康

（

６

）

の
家
臣
団
の
概
要
が
わ
か
る
「
結
城
秀
康
給
帳
」
、
福
井
藩
の
正
史
と
も
い
え
る
『
国

（

７

）

事
叢
記
』
な
ど
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
期
の
武
兵
衛
の
初
見
史
料
は
、

慶
長
六
年
九
月
九
日
付
の
結
城
秀
康
知
行
宛
行
状
（
図
１
）
で
あ
る
。
八
月
十
四
日

（

８

）

頃
に
北
庄
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
秀
康
は
、
家
臣
の
知
行
割
り
を
行
い
、
武
兵
衛
に
は

丸
岡
領
の
長
屋
村
（
現
福
井
県
坂
井
市
）
と
東
郷
領
の
水
間
村
（
現
福
井
県
越
前
市
）

に
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
石
の
計
五
百
石
を
宛
行
っ
た
。
な
お
「
結
城
秀
康
給
帳
」
に

は
「
御
鉄
炮
頭
衆
五
百
石
」
と
あ
り
、
武
兵
衛
は
鉄
炮
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
の
概
要

本
稿
で
紹
介
す
る
当
館
所
蔵
の
越
前
関
係
の
桜
井
家
文
書
は
十
九
通
で
あ
る
。
三

通
が
秀
康
時
代
、
十
六
通
が
忠
直
時
代
、
一
通
は
三
代
光
長
の
時
代
と
み
ら
れ
る
。
現

存
文
書
が
少
な
い
忠
直
関
係
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
十
九
通
の
文
書
は
内
容
別
に
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
（
括
弧
内

数
字
は
目
録
や
図
版
の
番
号
）
。
Ｉ
桜
井
武
兵
衛
及
び
息
子
の
知
行
関
係
（
１
，
２
，

４
～
９
）
、
Ⅱ
家
臣
の
統
制
に
関
す
る
も
の
（
３
）
。
Ⅲ
松
平
忠
直
の
書
状
面
～
哩
・

Ⅳ
武
兵
衛
の
戦
功
の
記
録
（
型
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
文
書
の

概
要
を
述
べ
る
が
、
史
料
の
数
が
多
い
Ｉ
や
Ⅲ
、
ま
た
文
書
作
成
の
背
景
に
関
し
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て
考
察
を
加
え
た
Ⅳ
に
つ
い
て
は
、
別
章
で
解
説
を
加
え
た
。

〈

Ｉ

知

行

関

係

〉

１
．
２
は
秀
康
が
武
兵
衛
に
宛
て
た
知
行
宛
行
状
で
あ
る
。
４
は
忠
直
が
武
兵
衛

に
宛
て
た
も
の
。
５
は
忠
直
が
武
兵
衛
の
息
子
の
甚
之
助
に
宛
て
た
も
の
（
４
と
同

日
付
）
。
６
は
家
老
（
越
前
で
は
十
七
世
紀
半
ば
ま
で
は
年
寄
と
称
す
）
の
連
判
に
よ

る
武
兵
衛
の
息
子
佐
助
に
宛
て
た
知
行
宛
行
状
。
７
は
忠
直
が
武
兵
衛
に
宛
て
た
も

の
。
８
は
忠
直
が
武
兵
衛
に
寄
子
を
申
付
け
た
黒
印
状
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
知
行

関
係
で
は
な
い
が
、
便
宜
こ
こ
に
収
め
た
。
９
は
忠
直
が
武
兵
衛
の
息
子
の
佐
助
に

宛
て
た
知
行
宛
行
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
武
兵
衛
父
子
の
知
行
に
つ
い
て
は
、
二
章
で

根
本
が
考
察
を
加
え
た
。

〈

Ⅱ

家

臣

統

制

関

係

〉

３
は
、
慶
長
十
二
年
二
六
○
七
）
九
月
七
日
、
忠
直
の
重
臣
本
多
伊
豆
守
（
冨

正
）
と
今
村
大
炊
頭
（
盛
次
）
が
武
兵
衛
に
宛
て
た
五
ケ
条
の
徒
書
で
あ
る
。
多
賀

（

９

）

谷
犬
次
郎
に
宛
て
ら
れ
た
同
日
付
で
、
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
あ
る
。
内
容
は
夜
歩
き

の
制
限
や
注
意
、
宴
席
で
の
料
理
の
数
、
か
ぶ
き
者
を
抱
え
置
く
こ
と
、
ま
た
、
芸

能
者
の
門
付
け
の
禁
止
、
さ
ら
に
年
貢
率
の
取
り
決
め
方
や
百
姓
の
欠
落
防
止
な
ど

の
在
地
支
配
に
関
す
る
条
目
も
あ
る
。
未
だ
戦
国
時
代
の
名
残
を
と
ど
め
る
時
代
で

あ
る
た
め
、
家
臣
に
対
し
細
か
な
統
制
を
加
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
こ
の
文
書
は
、
同
年
閨
四
月
に
秀
康
が
死
去
し
、
忠
直
が
家
督
を
継
い
で

間
も
な
い
時
期
で
あ
る
。
忠
直
が
十
三
歳
で
あ
る
た
め
、
家
老
が
連
署
で
発
給
し
た

か
に
思
え
る
が
、
秀
康
の
在
世
中
に
も
家
老
の
連
署
に
よ
る
文
書
の
発
給
が
行
わ
れ

た
。
な
お
、
本
史
料
と
同
様
、
本
多
・
今
村
の
連
署
状
は
十
二
通
が
確
認
さ
れ
て
い

（
皿
）

孝
（
》
○

〈

Ⅲ

松

平

忠

直

書

状

関

係

〉

ｍ
か
ら
肥
は
松
平
忠
直
が
武
兵
衛
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
Ｉ
の
知
行
関
係
の
文

書
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
武
兵
衛
の
藩
内
で
の
位
置
、
ま
た
、
藩
主
と
の
関
係
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
し
か
し
、
書
状
の
通
例
で
年
号
は
記
さ
れ
ず
、
記

さ
れ
て
い
る
内
容
も
両
者
で
は
理
解
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
三
者
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
か
分
か
り
に
く
い
。
日
付
や
内
容
か
ら
み

る
と
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
で

根
本
が
考
察
を
加
え
た
。

〈
Ⅳ
武
兵
衛
の
戦
功
記
録
〉

的
の
「
我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚
」
は
、
一
般
に
「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
と
し
て

知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
武
兵
衛
が
晩
年
に
な
り
自
身
の
戦
功
を
書
き
留

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
記
述
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
戦
国
期
か
ら
近

世
初
頭
の
合
戦
後
の
恩
賞
申
請
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
い
え

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
四
章
で
鳥
居
が
考
察
を
加
え
て
い
る
。

（
三
）
桜
井
家
文
書
の
残
存
傾
向

越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
は
、
数
量
的
に
み
る
と
Ｉ
の
知
行
関
係
、
ま
た
、
Ⅲ
の

松
平
忠
直
書
状
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
文
書
の
内
容
に
よ
る
偏
り
が
顕
著
で
あ

る
．
一
般
的
な
文
書
の
残
存
傾
向
と
し
て
は
、
知
行
宛
行
状
な
ど
の
土
地
所
有
に
関

す
る
も
の
、
ま
た
、
感
状
な
ど
家
の
名
誉
に
な
る
も
の
は
大
切
に
保
存
さ
れ
る
た
め

残
存
率
は
高
い
。
二
代
藩
主
忠
直
の
書
状
に
つ
い
て
も
「
名
誉
系
」
と
い
え
る
た
め
、

こ
の
傾
向
に
合
致
す
る
。

し
か
し
、
『
福
井
県
史
』
や
『
福
井
市
史
』
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
、

確
認
で
き
る
忠
直
関
係
の
文
書
は
驚
く
程
少
な
い
。
こ
れ
は
、
忠
直
が
幕
府
か
ら
答

め
を
受
け
豊
後
に
配
流
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
文
書

の
残
存
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
後
を
継
い
だ
三
代
藩
主
光

長
〈
忠
直
の
嫡
子
）
は
越
後
の
高
田
へ
転
封
と
な
り
、
越
前
は
幾
つ
か
の
藩
に
分
け

ら
れ
た
た
め
、
忠
直
の
文
書
を
受
給
し
た
家
臣
は
分
散
す
る
な
ど
、
文
書
が
伝
存
さ
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れ
に
く
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。

桜
井
家
文
書
に
は
十
四
通
に
及
ぶ
忠
直
関
係
の
文
書
が
含
ま
れ
る
が
、
文
書
が
伝

存
さ
れ
た
環
境
が
大
き
く
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
元
年
二
六
二
四
）
、
武
兵

（

Ⅱ

）

衛
は
松
平
光
長
に
従
い
越
後
の
高
田
に
移
っ
た
。
武
兵
衛
に
と
っ
て
、
忠
直
の
書
状

は
藩
主
と
の
直
接
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
で
、
感
状
な
ど
と
同
様
に
家
の
名
誉
を
伝

え
る
文
書
と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
兵
衛
没
後
に
こ
れ

ら
の
文
書
を
伝
え
た
の
は
、
越
前
大
野
の
松
平
直
政
（
秀
康
三
男
）
に
仕
え
て
い
た

五
男
の
源
次
郎
、
ま
た
は
十
一
男
の
祖
兵
衛
の
系
譜
で
あ
っ
た
。
同
十
年
に
直
政
が

信
濃
の
松
本
、
ま
た
同
十
五
年
に
出
雲
の
松
江
へ
転
封
に
な
る
と
文
書
も
共
に
移
動

し
た
。
越
前
以
外
の
土
地
で
保
存
さ
れ
た
こ
と
も
幸
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
の
一
部
は
、
当
館
の
『
研
究
報
告
』
第
三
十
二

号
、
第
三
十
三
号
で
紹
介
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
併
せ
て
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で

あ

る

。

（

鳥

居

和

郎

）

註（
１
）
佐
脇
栄
智
校
訂
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
七
二
頁

（
２
）
『
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏
編
、
第
二
巻
、
一
○
二
五
号
文
書

（
３
）
前
掲
２
と
同
じ
、
第
四
巻
、
二
七
一
六
号
文
書

（
４
）
桜
井
兼
之
助
（
天
保
八
年
生
ま
れ
）
が
編
纂
し
た
も
の
。

（
５
）
前
掲
２
と
同
じ
、
第
四
巻
、
二
九
八
一
号
文
書

（
６
）
「
結
城
秀
康
給
帳
」
『
福
井
市
史
」
資
料
編
四

（
７
）
『
国
事
叢
記
』
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
翻
刻
・
刊
行

（
８
）
黒
田
基
樹
「
結
城
秀
康
文
耆
の
基
礎
研
究
」
「
駒
沢
史
学
』
第
四
十
八
号
所
収

（
９
）
『
福
井
市
史
』
資
料
編
六
、
五
号
文
書

面
）
斎
藤
嘉
造
「
越
前
府
中
領
主
本
多
富
正
と
そ
の
差
出
文
書
に
つ
い
て
」
「
福
井
県
史
研
究
」
５

一
九
八
七
年
。
ま
た
、
角
明
浩
「
越
前
松
平
家
初
期
に
お
け
る
家
臣
団
の
再
考
察
ｌ
今
村
盛

次
・
本
多
富
正
・
清
水
孝
正
ら
の
政
治
的
位
置
を
中
心
に
ｌ
」
『
史
学
研
究
集
録
」
（
鋤
）
国
学

越
前
時
代
の
桜
井
家
文
言
の
う
ち
、
知
行
関
係
の
文
書
は
八
通
を
数
え
る
（
表
１
）
・

内
容
は
、
武
兵
衛
宛
の
も
の
が
五
通
、
武
兵
衛
の
子
甚
之
助
に
宛
て
た
も
の
が
一
通
、

（

１

）

同
左
助
に
宛
て
た
も
の
が
二
通
で
あ
る
。
こ
の
内
四
点
は
既
に
鳥
居
論
文
に
よ
り
紹

介
さ
れ
て
お
り
重
複
と
な
る
が
、
再
度
考
察
を
試
み
た
。

（

二

桜

井

武

兵

衛

の

知

行

ま
ず
、
武
兵
衛
に
宛
て
ら
れ
た
知
行
関
係
文
書
を
見
て
み
よ
う
。
図
１
，
２
は
結

城
秀
康
よ
り
発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
五
百
石
の
知
行
を
認
め
た
文
書
で
あ
る
。
慶
長

六
年
二
六
○
一
）
九
月
九
日
付
、
慶
長
八
年
正
月
九
日
付
、
ど
ち
ら
も
同
日
付
の

（

２

）

宛
行
状
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
図
１
は
結
城
秀
康
の
越
前
入
国
後
家
臣
の
知
行

割
り
を
行
っ
た
際
の
も
の
、
図
２
は
図
１
の
知
行
割
り
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
図

１
で
与
え
ら
れ
た
長
屋
村
内
が
小
稲
津
村
内
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
図
２
が
発
行
さ

れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

慶
長
六
年
九
月
九
日
付
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
は
、
『
福
井
県
史
』
や
『
福
井
市
史
』

は
、
重
臣
の
知
行
宛
行
状
を
取
り
上
げ
「
知
行
所
は
相
給
の
村
が
な
く
、
す
べ
て
丸

（

３

）

村
で
与
え
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
知
行
の
少
な
い
家
臣
に
対
し
て
は
必
ず
し
も

そ
う
と
は
言
え
ず
、
既
に
こ
の
時
か
ら
知
行
地
は
相
給
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
二
通
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
ど
ち
ら
も
秀
康
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
秀
康
の
印
章
は
四
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
朱
印
は
二
重
郭
の
円

形
で
、
日
付
の
下
部
に
か
か
る
よ
う
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
。
印
文
は
「
秀
康
」
と
さ

二
、
越
前
時
代
の
桜
井
家
の
知
行
に
つ
い
て

院
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
大
学
院
会
、
二
○
○
五
年

（
皿
）
こ
の
年
、
武
兵
衛
の
年
齢
が
六
十
八
歳
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
代
替
わ
り
が
行
わ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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（

４

）

れ
る
。
秀
康
は
文
禄
二
年
二
五
九
三
）
五
月
二
十
一
日
よ
り
こ
の
朱
印
と
同
形
の

黒
印
を
使
用
し
始
め
、
結
城
秀
康
の
越
前
人
国
後
、
家
臣
に
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行

状
（
図
１
と
同
種
）
・
寄
子
知
行
定
書
か
ら
、
こ
の
朱
印
が
使
わ
れ
始
め
た
。
黒
印
は

知
行
宛
行
状
や
寺
社
領
宛
行
状
、
書
状
な
ど
、
使
用
が
多
岐
に
わ
た
る
の
に
対
し
、
こ

の
朱
印
は
知
行
宛
行
状
や
寺
領
寄
進
状
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。
現
在
確
認
で
き
る
範

（

５

）

囲
で
は
、
慶
長
九
年
十
一
月
十
二
日
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
黒
印
と
朱
印

表1 越前時代の知行関係文書一覧

宛先 ｜石高等’ 知行地(現在の市町村名）図’ 年月日

, |慶長6年9月，慶長6年9月9

差出

丸岡領長屋村内250石(坂井市）
東郷領水間村内250石(越前市）

桜井武兵衛結城秀康 500石日

府中領水間村250石(越前市）

東郷領小稲津村内250石(福井市）
桜井武兵衞結城秀康 500石慶長8年1月9日2

府中領下新庄村内130石(鯖江市）

丸岡領牛ヶ嶋村内70石(坂井市）
桜井武兵衛元和2年8月22日 松平忠直 200石4

府中領千曽供村内100石(越前市）

勝山領浄土寺村内85石(勝山市）

丸岡領蓮浦村内265石（あわら市）

桜井甚之助松平忠直元和2年8月22日 450石5

本多七左衛門

岡嶋壱岐

小栗備後

府中領千曽供村内100石(越前市）

勝山領浄土寺村内35石(勝山市）

丸岡領蓮浦村内65石（あわら市）
(元和3年)11月1日 桜井左助 200石6

西方領水谷村30.82石(福井市）

丸岡領高塚村内214.378石(あわら市）

西方領西天田村内47.402石(福井市）

丸岡領釜谷村内107.4石（あわら市）

北庄廻水越村内100石(福井市）

松平忠直 桜井武兵衛 500石元和9年正月7日７

8元和9年正月15日 ｜松平忠直 桜井武兵衛3800石｜寄子分30人

志比領牧村内131.26石(永平寺町）

府中領山室村内65.38石(越前市）
大野領田野村内30.91石(大野市）

三国領玉野江村内68.74石(坂井市）
北庄廻地蔵堂村内3.71石(福井市）

桜井左助元和9年2月3日 松平忠直 300石q

（

６

）

と
で
は
印
影
が
若
干
異
な
る
た
め
、
別
個
の
印
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
書

状
に
も
使
用
さ
れ
た
黒
印
は
秀
康
が
死
去
す
る
寸
前
の
慶
長
十
二
年
三
月
二
十
六
日

（

７

）

付
の
も
の
ま
で
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

図
４
，
７
は
松
平
忠
直
よ
り
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
で
あ
る
。
忠
直
の
知
行
宛

行
状
は
、
秀
康
時
代
の
文
書
様
式
が
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
文
言
も
、
日
付
の
下
部
に

か
け
て
捺
印
さ
れ
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
秀
康
と
異
な
り
、
こ
の
印

（

８

）

章
は
黒
印
で
、
忠
直
の
黒
印
は
現
在
二
種
の
印
が
確
認
で
き
る
が
、
桜
井
家
文
耆
の

知
行
宛
行
状
に
は
、
す
べ
て
印
文
「
忠
直
」
の
印
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

図
４
は
元
和
二
年
八
月
二
十
二
日
付
で
、
府
中
領
下
新
庄
村
内
の
百
三
十
石
と
丸

（

９

）

岡
領
牛
ヶ
嶋
村
内
の
七
十
石
、
合
計
二
百
石
が
加
増
さ
れ
た
。
同
日
付
で
矢
野
長
春

や
、
武
兵
衛
の
次
男
甚
之
助
に
も
四
百
五
十
石
の
知
行
宛
行
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る

（
図
５
）
。
武
兵
衛
は
大
坂
夏
の
陣
に
お
い
て
負
傷
者
な
ど
の
救
助
の
功
績
を
あ
げ
た

（

叩

）

（

皿

）

こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
甚
之
助
は
「
頭
こ
と
敵
を
討
取
る
戦
功
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
大
坂
の
陣
の
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

図
７
は
元
和
九
年
正
月
七
日
で
、
西
方
領
水
谷
村
内
の
三
十
石
八
斗
二
升
、
丸
岡

領
高
塚
村
内
の
二
百
十
四
石
三
斗
七
升
八
合
、
西
方
領
西
天
田
村
内
四
十
七
石
四
斗

二
合
、
丸
岡
領
釜
谷
村
内
の
百
七
石
四
斗
、
北
庄
廻
水
越
村
内
の
百
石
、
合
わ
せ
て

五
百
石
が
加
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
知
行
宛
行
状
の
発
行
直
前
の
元
和
八
年
十
二
月

晦
日
に
、
重
臣
永
見
右
衛
門
が
「
成
敗
」
さ
れ
、
そ
の
戦
功
行
賞
と
し
て
の
加
増
だ

（

蛇

）

ろ
う
。
永
見
右
衛
門
貞
澄
は
秀
康
に
殉
死
し
た
重
臣
永
見
右
衛
門
貞
武
の
子
で
あ
る
。

こ
の
永
見
右
衛
門
成
敗
に
つ
い
て
は
、
図
岨
で
も
こ
の
と
き
武
兵
衛
は
右
衛
門
方
と

鑓
を
合
わ
せ
、
息
子
の
左
助
は
高
名
を
あ
げ
た
と
記
す
。
こ
の
時
の
激
し
い
戦
闘
に

よ
り
嫡
男
十
太
夫
と
足
軽
頭
の
松
崎
弥
五
介
は
討
死
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
戦
功
の
た
め
か
武
兵
衛
は
図
７
の
他
、
忠
直
よ
り
図
８
が
発
給
さ
れ
、
武

兵
衛
に
新
た
な
寄
子
が
付
け
ら
れ
た
。
な
お
、
武
兵
衛
に
寄
子
が
付
け
ら
れ
た
の
は
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表2給帳にみる桜井武兵衛の知行高

（

皿

）

こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
武
兵
衛
の
寄
子
で
あ
っ
た
人
物
の
名
の
後
に

「
跡
」
と
記
さ
れ
、
続
け
て
新
た
な
寄
子
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
寄
子
三
十
人
中
二

十
一
人
（
同
名
あ
り
）
が
隠
居
な
ど
の
理
由
か
、
寄
子
の
交
代
が
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
が
武
兵
衛
に
充
て
ら
れ
た
知
行
宛
行
状
で
あ
る
。
知
行
宛
行
状
の
文
言
を
そ

の
ま
ま
理
解
す
る
と
、
武
兵
衛
は
五
百
石
↓
加
増
二
百
石
（
計
七
百
石
）
↓
加
増
五

百
石
〈
計
千
二
百
石
）
と
な
り
、
知
行
高
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
．

で
は
、
結
城
秀
康
や
松
平
忠
直
の
給
帳
や
越
前
の
史
料
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
秀

康
、
忠
直
の
給
帳
や
分
限
帳
は
、
多
種
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
源
秀
康

（

Ｍ

）

（

巧

）

公
御
家
中
給
帳
」
（
以
下
秀
康
給
帳
①
と
略
す
）
、
「
源
秀
康
公
御
家
中
給
帳
」
（
以
下

（

咽

）

秀
康
給
帳
②
）
、
「
黄
門
様
御
代
給
帳
」
（
以
下
黄
門
給
帳
①
）
、
「
源
忠
直
公
御
家
中
給

（
Ⅳ
）

（

肥

）

帳
」
（
以
下
忠
直
給
帳
）
〔
以
上
松
平
文
庫
所
蔵
〕
。
「
中
納
言
秀
康
卿
分
限
帳
之
写
」
（
以

（

聰

）

下
中
納
言
給
帳
）
、
「
黄
門
様
御
代
給
帳
」
（
以
下
黄
門
給
帳
②
）
、
「
宰
相
忠
直
公
御
給

（
別
）帳

」
（
以
下
宰
相
給
帳
）
〔
以
上
『
続
片
聾
記
』
所
収
〕
、
以
上
の
七
点
の
給
帳
で
桜
井

給帳名

秀康給帳①

秀康給帳②

中納言給帳

黄門給帳①

忠直給帳

宰相給帳

黄門給帳②

知行高

500

500

500

500

500

500

500

役職

御鉄砲頭衆

御鉄砲頭衆

物頭

御武頭衆

足軽 生国・本国

武蔵

武蔵

組20人

足軽20人

尾張

武
兵
衛
の
記
載
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
給
帳
は

い
ず
れ
も
後
世
の
写
本
で
あ
り
、
作
成
さ
れ
た

（

別

）

時
期
は
未
詳
で
あ
る
。

「
秀
康
給
帳
①
」
の
作
成
時
期
と
し
て
、
『
福

井
市
史
』
は
、
「
三
河
様
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

（

蛇

）

こ
と
か
ら
、
秀
康
晩
年
の
時
期
の
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
が
、
加
え
て
本
多
富
正
が
伊
豆
守

（

鋤

）

を
名
乗
る
の
も
慶
長
八
年
で
あ
り
、
秀
康
晩
年

の
も
の
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
「
秀
康
給
帳

②
」
は
「
秀
康
給
帳
①
」
と
底
本
が
同
一
で
あ

り
、
後
世
の
書
込
み
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
「
中
納
言
給
帳
」
で
は
、
役
職
の

「
鉄
砲
頭
衆
」
が
「
物
頭
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
鉄
砲
頭
は
『
福
井
市
史
』
に
は
「
後

（

刈

）

の
物
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
鉄
砲
足
軽
を
指
揮
し
た
．
」
と
あ
り
、
「
秀
康
給
帳
①
」
よ

り
も
後
年
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
黄
門
給
帳
①
」
で
は
「
物
頭
」
は
「
武
頭
」
に
代

わ
る
な
ど
役
職
名
は
少
し
ず
つ
違
う
。
一
方
、
藤
野
立
恵
氏
は
「
黄
門
給
帳
②
」
は
、

（

閉

）

表
題
は
黄
門
だ
が
、
内
容
が
忠
直
の
給
帳
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（

妬

）

「
忠
直
給
帳
」
は
、
内
容
は
慶
長
十
七
・
八
（
一
六
一
二
・
一
三
）
年
頃
の
も
の
と

さ
れ
て
い
る
が
、
「
宰
相
給
帳
」
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
大
坂
の
陣
で
討

死
し
た
人
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
な
る
筆
写
ミ
ス
が
原
因
な
の
か
、
慶

長
十
八
年
五
月
に
付
家
老
と
し
て
越
前
へ
入
国
し
た
本
多
重
成
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
「
忠
直
給
帳
」
で
は
秀
康
に
殉
死
し
た
土
屋
左
馬
助
や
、
久
世
騒
動
に
よ

り
死
亡
・
失
脚
し
た
久
世
但
馬
守
・
今
村
掃
部
な
ど
の
重
臣
に
「
右
之
外
無
之
落
申

乎
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
宰
相
給
帳
」
で
は
不
掲
載
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
「
忠
直
給
帳
」
「
宰
相
給
帳
」
は
慶
長
十
七
年
末
か
ら
十
八
年
初
め
に
か
け
て
、

家
康
に
よ
り
久
世
騒
動
の
裁
断
が
く
だ
っ
た
頃
の
状
態
が
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

プ
（
》
０

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
、
給
帳
の
桜
井
武
兵
衛
の
記
述
を
年
代
順
に
並
べ
た
も
の

が
表
２
で
あ
る
。
武
兵
衛
へ
の
一
度
目
の
加
増
が
元
和
二
年
で
あ
る
た
め
、
給
帳
で

は
そ
の
加
増
後
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
国
事
叢
記
」
に
は
、

寛
永
七
年
（
一
六
三
○
）
の
項
に
、
高
田
へ
と
移
封
す
る
松
平
光
長
へ
付
属
し
た
者

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
「
桜
井
武
兵
衛
五
百
石
」
と
あ
る
。
現
在

確
認
で
き
る
唯
一
の
、
図
４
．
７
の
加
増
を
受
け
た
後
の
記
事
と
な
る
が
、
武
兵
衛

の
知
行
高
は
五
百
石
の
ま
ま
で
あ
る
。
途
中
で
減
給
等
が
あ
り
、
最
終
的
に
五
百
石

で
あ
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
加
増
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
光
長
に
五
百
石
で
召
し
抱

え
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
は
千
二
百
石
を
誤
っ
て
五
百
石
と
記
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

特
に
、
図
８
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翌
月
の
二
月
、
忠
直
は
将
軍
の
命
に
よ
り
隠
居
を
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命
じ
ら
れ
、
豊
後
へ
配
流
と
決
ま
り
、
そ
の
後
三
月
十
五
日
に
は
北
庄
城
を
離
れ
て

（

”

）

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
加
増
が
無
効
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
図
四
に
は
永

見
右
衛
門
成
敗
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
時
（
武
兵
衛
六
十
五
歳
）
ま

で
は
武
兵
衛
本
人
で
あ
る
が
、
寛
永
七
年
、
武
兵
衛
は
七
十
四
歳
で
あ
る
。
隠
居
も

充
分
に
考
え
ら
れ
る
年
で
は
あ
り
、
左
助
が
武
兵
衛
の
名
を
継
ぎ
、
そ
の
知
行
高
が

五
百
石
と
記
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
二
）
桜
井
武
兵
衛
の
子
供
の
知
行

次
に
、
武
兵
衛
の
子
供
た
ち
へ
の
知
行
宛
行
状
を
見
て
み
よ
う
．
当
館
所
蔵
桜
井

家
文
書
に
名
が
記
さ
れ
る
の
は
長
男
十
太
夫
、
二
男
甚
之
助
、
四
男
左
助
の
三
人
で

あ
る
。
（
末
尾
系
図
参
照
）

図
５
は
、
元
和
二
年
八
月
二
十
二
日
、
二
男
甚
之
助
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
知
行

宛
行
状
で
あ
る
。
府
中
領
千
曽
供
村
之
内
の
百
石
、
勝
山
領
浄
土
寺
村
之
内
の
八
十

五
石
、
丸
岡
領
蓮
浦
村
之
内
の
二
百
六
十
五
石
、
合
わ
せ
て
四
百
五
十
石
が
知
行
地

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
各
給
帳
に
は
、
甚
之
助
の
名
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
時
新
規
に
甚
之
助
へ
知
行
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図
６
は
巳
十
一
月
朔
日
に
小
栗
備
後
守
、
岡
嶋
壱
岐
守
、
本
多
七
左
衛
門
の
三
名

よ
り
武
兵
衛
の
四
男
、
桜
井
左
助
へ
宛
て
発
給
さ
れ
た
連
判
覚
書
で
あ
る
。
こ
の
三

名
は
久
世
騒
動
に
よ
る
関
係
者
の
処
分
の
後
、
家
老
と
し
て
本
多
富
正
、
本
多
成
重

（

躯

）

と
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
、
忠
直
配
流
後
は
桜
井
武
兵
衛
と
同
様
、
寛

永
元
年
に
光
長
が
越
後
高
田
へ
転
封
と
な
る
と
越
前
を
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年

代
は
元
和
三
年
と
見
ら
れ
る
。
冒
頭
に
「
覚
」
と
あ
り
、
府
中
領
千
曽
供
村
内
の
百

石
、
勝
山
領
浄
土
寺
村
内
の
三
十
五
石
、
丸
岡
領
蓮
浦
村
内
の
六
十
五
石
、
合
わ
せ

て
二
百
石
が
知
行
地
と
し
て
、
左
助
に
与
え
ら
れ
る
旨
を
記
し
、
書
留
文
言
は
「
御

黒
印
申
候
儀
ハ
重
而
可
被
下
候
」
で
あ
る
。
こ
の
後
改
め
て
藩
主
忠
直
の
黒
印
状
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
の
意
で
あ
る
が
、
図
６
と
同
じ
内
容
の
黒
印
に
よ
る
知
行
宛
行
状
は

現
存
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
家
老
の
連
判
に
よ
る
知
行
の
覚
書
の
発
給
例
は
、
元
和
九
年
十
月
二

（

羽

）

十
六
日
付
笹
治
大
膳
宛
の
も
の
が
二
通
確
認
さ
れ
て
い
る
。
参
勤
を
怠
る
忠
直
の
名

代
と
し
て
、
江
戸
で
養
育
さ
れ
て
い
た
光
長
（
九
歳
）
は
、
忠
直
配
流
後
、
三
月
に

（

鋤

）

一
度
越
前
へ
入
る
が
、
閨
八
月
に
秀
忠
の
意
向
で
江
戸
へ
呼
び
戻
さ
れ
て
お
り
、
十

（

瓠

）

月
の
段
階
で
は
光
長
は
不
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
領
主
不
在
の
時
に
作
成
さ
れ

た
宛
行
状
で
あ
ろ
う
。
領
主
不
在
な
ど
、
文
言
が
発
給
で
き
な
い
際
に
は
代
理
と
し

て
家
老
の
連
判
に
よ
り
覚
書
と
し
て
発
給
さ
れ
、
再
度
領
主
よ
り
黒
印
状
が
発
給
さ

れ
る
と
い
っ
た
仕
組
み
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（

蛇

）

図
６
が
発
給
さ
れ
た
元
和
三
年
十
一
月
、
忠
直
が
不
在
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、

ま
た
一
方
で
は
忠
直
が
病
気
等
で
発
給
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
翌
年

の
元
和
四
年
頃
か
ら
、
忠
直
は
病
気
を
理
由
と
し
て
参
勤
を
怠
る
よ
う
に
な
っ
た
と

（

調

）

い
う
説
も
あ
り
、
こ
の
時
既
に
政
務
に
支
障
を
き
た
す
様
な
事
態
が
発
生
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
知
行
宛
行
状
の
発
給
体
制
が
変
更
に
な
っ
た
可
能
性

（

弧

）

も
考
え
ら
れ
る
が
、
元
和
四
年
七
月
十
二
日
付
の
知
行
宛
行
状
が
従
来
通
り
の
様
式

（

調

）

で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
く
短
い
期
間
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
時
の
図
６
が
、
図
５
甚
之
助
宛
の
村
と
全
く
同
じ
村
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
千
僧
供
、
浄
土
寺
、
蓮
浦
共
に
甚
之
助
の
知
行
地
は
、
佐
助
と

相
給
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
兵
衛
の
子
で
あ
る
甚
之
助
、
左
助

の
名
を
史
料
に
見
る
と
、
図
５
元
和
二
年
の
知
行
宛
行
状
を
最
後
に
甚
之
助
に
つ
い

て
の
記
述
が
消
え
、
そ
れ
ま
で
無
か
っ
た
左
助
が
現
れ
る
。
こ
の
入
れ
替
わ
り
を
考

（

犯

）

慮
す
る
と
、
元
和
二
年
八
月
二
十
二
日
以
降
に
甚
之
助
が
死
去
し
、
そ
の
跡
を
左
助

が
継
承
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
６
と
全
く
同
じ
村
々
が
、
少
し
知
行
は
減

ら
さ
れ
て
は
い
る
が
、
左
助
に
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
図
９
は
元
和
九
年
二
月
三
日
付
で
、
志
比
領
牧
村
内
百
三
十
一
石
二
斗
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六
升
、
府
中
領
山
室
村
内
六
拾
五
石
三
斗
八
升
、
大
野
領
田
野
村
内
三
十
石
九
斗
一

升
、
三
国
領
玉
野
江
村
内
六
十
八
石
七
斗
四
升
、
北
庄
廻
地
蔵
堂
村
内
三
石
七
斗
一

升
、
合
わ
せ
て
三
百
石
加
増
さ
れ
て
い
る
。
図
９
も
図
７
と
同
様
、
永
見
右
衛
門
成

敗
に
よ
り
高
名
を
あ
げ
た
左
助
に
対
し
て
の
戦
功
行
賞
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
が
、

実
際
に
知
行
が
与
え
ら
れ
た
か
は
図
７
と
同
様
に
不
明
で
あ
る
。

以
上
が
桜
井
家
文
書
に
お
け
る
越
前
時
代
の
知
行
関
係
文
書
で
あ
る
。
現
存
例
が

少
な
い
忠
直
の
黒
印
状
な
ど
、
新
た
な
文
書
の
存
在
を
紹
介
で
き
た
．
今
回
の
考
察

は
可
能
性
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
今
後
多
く
の
研
究
に
活
用
さ
れ
、
な
お
い

っ
そ
う
桜
井
家
文
書
の
解
明
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
（
根
本
佐
智
子
）

註（
１
）
鳥
居
和
郎
「
越
前
に
お
け
る
後
北
条
氏
遺
臣
桜
井
氏
に
つ
い
て
」
（
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究

報
告
人
文
科
学
」
第
三
十
三
号
二
○
○
七
年
）

（
２
）
慶
長
六
年
九
月
九
日
付
は
、
黒
田
基
樹
「
結
城
秀
康
文
書
の
基
礎
的
研
究
」
（
「
駒
沢
史
学
」
四

八
号
一
九
九
五
年
）
で
は
十
九
通
、
長
谷
川
裕
子
「
江
戸
時
代
初
期
の
越
前
に
現
れ
た
「
領
」

‐
結
城
秀
康
・
松
平
忠
直
の
領
国
支
配
機
構
‐
」
言
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
」
二
○

一
四
年
三
表
１
】
で
は
「
領
と
村
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
一
覧
に
し
て
い
る
」
と

し
な
が
ら
、
十
九
通
に
加
え
桜
井
武
兵
衛
宛
、
比
楽
治
部
右
衛
門
尉
宛
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
慶
長
八
年
正
月
九
日
付
は
黒
田
論
文
・
長
谷
川
論
文
と
も
に
五
通
が
数
え
ら
れ
て
い
る

が
、
桜
井
武
兵
衛
宛
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
『
福
井
県
史
」
通
史
編
三
二
二
五
頁
、
『
福
井
市
史
」
資
料
編
四
九
六
四
頁
。
相
給
の
例
は
、

三
崎
新
右
衛
門
宛
（
「
武
州
古
文
書
上
」
）
奈
良
源
三
郎
宛
舎
福
井
県
史
」
資
料
編
三
）
な
ど

が

あ

る

。

（
４
）
市
村
高
男
「
関
東
に
お
け
る
非
北
条
氏
系
領
主
の
印
章
」
含
戦
国
期
印
章
・
印
判
状
の
研
究
」

岩

田

書

院

二

○

○

六

年

）

（
５
）
前
掲
黒
田
論
文
（
表
１
）
結
城
秀
康
発
給
文
書
目
録

（
６
）
前
掲
市
村
論
文

（
７
）
前
掲
黒
田
論
文

へへへへへ

23 22 21 20 19
…………ー

〆へ

18
一一

へ〆へ

17 16
…、一

へ〆ヘ
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（
過
）

ヘ
０
一

一
勺
Ⅱ
且
、

、
勺
Ⅱ
且
一

一
１
｝

ヘ
２
－

戸
「
Ｉ
ユ
、

へ

9
…

へ、

8
ー〆

忠
直
の
黒
印
に
は
印
文
「
忠
直
」
と
、
印
文
「
大
黒
天
ヵ
」
と
二
種
類
が
確
認
で
き
る
。
印
文

「
大
黒
天
力
」
の
黒
印
は
、
元
和
八
年
極
月
二
十
三
日
付
中
根
孫
右
衛
門
宛
松
平
忠
直
宛
行
状

言
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
名
品
図
録
」
一
九
八
三
年
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
長
谷
川
論
文
【
表
２
】
に
は
桜
井
甚
之
助
と
同
日
に
矢
野
長
春
の
項
が
あ
る
。
し
か
し
、

桜
井
武
兵
衛
宛
の
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

九
月
二
十
五
日
付
「
我
等
は
し
り
め
ぐ
り
之
覚
書
」
（
桜
井
家
所
蔵
）

『
国
事
叢
記
』
（
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
翻
刻
・
刊
行
）
七
二
頁

永
見
右
衛
門
成
敗
直
後
の
知
行
宛
行
状
と
し
て
は
、
元
和
九
年
正
月
七
日
付
小
山
田
多
門
宛

（
前
掲
長
谷
川
論
文
【
表
２
二
、
正
月
十
六
日
付
朝
倉
六
郎
左
衛
門
尉
宛
（
「
武
州
古
文
書
上
」

二
○
八
頁
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

桜
井
家
系
図
に
は
「
御
入
国
之
御
供
仕
新
知
五
百
石
足
軽
三
十
人
御
預
被
成
候
」
と
あ
り
、
「
中

納
言
給
帳
」
に
は
「
組
二
十
人
」
、
「
黄
門
給
帳
①
」
で
は
「
足
軽
二
十
人
」
、
「
国
事
叢
記
」
の

大
坂
冬
の
陣
の
御
陣
御
備
立
に
も
、
「
足
軽
二
十
五
人
」
と
あ
る
。

『
福
井
市
史
」
資
料
編
四
、
一
八
四
頁

福
井
県
立
図
書
館
寄
託
松
平
文
庫
八
七
七
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
を
使
用
。
福
井
県

立
図
耆
館
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
解
説
（
以
下
ア
ー
カ
イ
ブ
解
説
）
で
は
秀
康
給
帳
①

と
「
同
耆
」
と
あ
る
。
秀
康
給
帳
①
に
あ
る
元
禄
期
の
書
き
込
み
は
な
い
。

松
平
文
庫
八
七
九
、
前
掲
咽
と
同
じ
。

松
平
文
庫
八
八
二
、
前
掲
鴫
と
同
じ
。
ア
ー
カ
イ
ブ
解
説
で
は
秀
康
給
帳
①
と
「
合
綴
さ
れ
て

い
る
。
「
西
岸
院
様
御
代
給
帳
」
と
同
書
」
と
あ
る
。

「
続
片
聾
記
Ⅲ
巻
」
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵
）
デ
ジ
タ
ル
原
本
を
使
用
。
『
片
聾
記
・

続
片
聾
記
（
上
）
」
（
福
井
県
立
図
耆
館
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
共
編
第
二
集
、
一
九
五
五

年
）
も
参
考
に
し
た
。

前
掲
肥
と
同
じ

前
掲
肥
と
同
じ

藤
野
立
恵
「
福
井
藩
初
期
の
家
臣
」
今
福
井
県
地
域
史
研
究
」
十
一
、
二
○
○
二
年
）

「
福
井
市
史
」
通
史
編
二
、
一
○
○
頁

斎
藤
嘉
蔵
「
越
前
府
中
領
主
本
多
富
正
と
そ
の
差
出
文
書
に
つ
い
て
」
（
『
福
井
県
史
研
究
」
五
、
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（弱）

前
掲
藤
野
論
文

（
妬
）
前
掲
松
平
文
庫
八
八
二
、
ア
ー
カ
イ
ブ
解
説
。
藤
野
立
恵
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
「
慶
長
十

七
年
頃
か
ら
豐
臣
氏
滅
亡
の
元
和
元
年
頃
の
家
臣
団
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

（
”
）
「
国
事
叢
記
」
九
四
頁
。
「
西
巌
公
年
譜
」
言
徳
川
諸
家
系
譜
』
四
）
で
は
三
月
三
日
と
な
っ
て

い

る

。

（
詔
）
『
国
事
叢
記
』
慶
長
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日
の
項
に
「
忠
直
卿
之
御
家
老
、
本
多
丹
下
・
本

多
伊
豆
守
・
小
栗
備
後
守
・
岡
島
壱
岐
守
・
本
多
七
左
衛
門
也
。
備
後
守
若
輩
候
得
共
、
御
用

相
加
相
勤
。
此
節
御
備
等
茂
、
荻
田
主
馬
助
・
大
井
田
監
物
二
指
添
相
勤
。
主
馬
助
・
監
物
も

感
心
之
旨
。
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
よ
り
家
老
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
鯛
）
前
掲
Ｍ
と
同
じ
、
資
料
編
四
、
六
八
四
’
五
頁

（
釦
）
前
掲
狸
と
同
じ
、
通
史
編
二
、
五
二
頁

（
証
）
光
長
在
国
中
の
元
和
九
年
六
月
十
二
日
付
で
光
長
は
印
判
に
よ
る
寄
進
状
（
「
福
井
県
史
」
資

料
編
七
、
国
泰
寺
文
書
二
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
長
が
幼
年
の
た
め
文
耆
を
発
給

出

来

な

か

っ

た

わ

け

で

は

な

い

。

（
犯
）
前
年
家
康
が
死
去
し
、
こ
の
年
の
四
月
に
久
能
山
か
ら
日
光
東
照
宮
へ
と
改
葬
さ
れ
、
忠
直
も

葬
儀
に
参
列
し
た
。
一
度
北
庄
に
帰
る
が
、
七
月
に
は
秀
忠
上
洛
の
た
め
伏
見
へ
行
き
、
再
び

秀
忠
に
拝
謁
し
て
お
り
、
『
徳
川
実
紀
」
で
は
八
月
二
十
六
日
に
忠
直
の
名
が
見
ら
れ
、
伏
見

に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
秀
忠
が
江
戸
へ
帰
着
し
た
の
は
９
月
末
日
の
こ
と
で
あ

り
、
忠
直
は
伏
見
か
ら
越
前
へ
帰
国
し
た
か
、
江
戸
へ
従
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
秀
忠

に
従
っ
た
と
す
る
と
、
十
一
月
一
日
時
点
で
不
在
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
粥
）
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三
、
一
三
二
頁

（
弘
）
福
井
藩
で
は
、
貞
享
の
半
知
以
後
知
行
宛
行
状
は
発
行
さ
れ
ず
、
勘
定
所
の
長
で
あ
る
御
奉
行

名
で
交
付
さ
れ
た
書
出
に
か
わ
っ
て
い
る
。
（
前
掲
塊
と
同
じ
、
通
史
編
二
、
一
二
七
頁
）

（
妬
）
前
記
長
谷
川
論
文
【
表
２
］

（
妬
）
桜
井
家
系
図
（
桜
井
家
所
蔵
）
に
は
甚
之
助
は
久
世
騒
動
に
て
死
去
と
あ
る
が
、
大
坂
の
陣
で

戦
功
を
あ
げ
て
い
る
た
め
、
こ
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
死
去
し
た
可
能
性

は

あ

る

だ

ろ

う

。

一
九
八
六
年
）

前
掲
池
と
同
じ

越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書
に
は
主
君
で
あ
っ
た
松
平
忠
直
か
ら
武
兵
衛
へ
宛
て
ら

れ
た
書
状
が
九
通
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
る
松
平
忠
直
の
書
状
は
数
が
少

な
く
、
『
福
井
県
史
』
や
『
福
井
市
史
』
で
も
数
通
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る

が
、
こ
の
九
通
は
ど
ち
ら
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

桜
井
家
文
書
の
九
通
の
忠
直
書
状
は
、
書
状
の
特
性
上
当
人
同
士
で
し
か
わ
か
り

得
な
い
書
き
方
で
あ
り
、
傍
証
資
料
も
無
い
た
め
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
作
成
年

代
と
内
容
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
解
釈
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
書
状
が
作
成
さ

れ
た
時
期
は
記
載
の
内
容
か
ら
、
図
皿
と
図
肥
、
そ
れ
以
外
の
二
期
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

（
二
忠
直
下
賜
の
薬
に
つ
い
て

ま
ず
、
図
加
と
肥
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
図
叩
は
正
月
十
二
日
付
、
肥
は
極
月
廿

八
日
付
の
書
状
で
、
図
肥
、
皿
の
順
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図
肥
の
内
容
は
、
体
調
を
崩
し
た
桜
井
武
兵
衛
に
対
し
、
忠
直
よ
り
薬
「
そ
か
う

え
ん
」
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
何
で
飲
ん
だ
ら
良
い
か
と
の
問
い
に
対
す
る
返
書
で

あ
る
。
忠
直
は
「
湯
相
当
候
哉
」
と
答
え
、
目
眩
が
し
た
と
き
は
湯
で
も
水
で
も
服

用
す
る
よ
う
に
、
ま
た
目
が
悪
く
な
れ
ば
差
す
よ
う
に
と
目
薬
も
与
え
て
い
る
。

「
そ
か
う
え
ん
」
と
は
蘇
合
円
、
蘇
合
香
円
と
も
呼
ば
れ
る
丸
薬
で
、
気
つ
け
を
目

（

１

）

的
と
す
る
。
忠
直
は
薬
を
武
兵
衛
へ
与
え
て
「
養
生
之
儀
専
一
候
」
と
養
生
を
勧
め

て
お
り
、
さ
ら
に
「
髪
元
相
替
儀
無
之
候
条
可
心
安
候
」
と
、
特
に
変
化
は
な
い
の

で
安
心
す
る
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
言
か
ら
、
忠
直
と
武
兵
衛
は

離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
翌
月
に
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
図
叩
で
は
、
岨
の
前
半
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る

が
、
「
相
替
儀
二
者
可
被
申
越
候
」
と
、
何
か
変
化
が
あ
れ
ば
伝
え
て
く
る
よ
う
に
と

三
、
松
平
忠
直
書
状
と
桜
井
武
兵
衛
に
つ
い
て
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伝
え
て
い
る
。
図
肥
の
約
三
週
間
後
の
書
状
で
あ
る
が
、
忠
直
は
い
ま
だ
越
前
に
は

戻
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
通
の
書
状
か
ら
、
忠
直
は
家
臣
で
あ
る
武
兵
衛
を
気
遣
っ
て
お
り
、

（

２

）

親
密
さ
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
白
石
七
郎
右
衛
門
、
長
谷
河
小
左
衛
門
の
名
が
見

ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
側
近
も
し
く
は
取
次
を
つ
と
め
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
二
人
が
使
と
し
て
、
武
兵
衛
へ
の
書
状
を
携
え
て
越
前
へ
帰
国
し
た
可

能
性
も
あ
る
。

（
二
）
書
状
の
年
代
と
「
か
の
者
」

次
に
、
図
皿
～
媚
は
差
出
の
忠
直
に
よ
る
署
名
と
花
押
の
形
が
同
様
で
あ
り
、
同

時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
図
出
・
Ⅳ
は
花
押
の
形
は
違
う

が
（
む
し
ろ
図
皿
・
肥
の
形
に
近
い
）
、
内
容
を
み
る
と
、
越
前
を
不
在
に
し
て
い
る

忠
直
よ
り
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
国
元
の
武
兵
衛
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
状
と
み
ら

れ
、
図
Ⅱ
～
胆
と
一
連
の
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

書
状
の
日
付
は
、
図
皿
は
四
月
十
八
日
付
、
皿
は
四
月
二
十
五
日
付
、
週
は
五
月

七
日
付
、
Ｍ
は
五
月
二
十
日
で
、
二
週
間
足
ら
ず
の
間
で
か
な
り
頻
繁
に
や
り
取
り

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
は
約
一
月
後
の
図
鴫
六
月
二
十
四
日
付
、
し

ば
ら
く
空
い
て
図
略
は
八
月
三
日
、
図
面
は
八
月
十
日
と
書
状
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

の
間
、
武
兵
衛
か
ら
の
報
告
も
頻
繁
に
送
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
図
暉
の
後
、
岨
が

作
成
さ
れ
る
ま
で
は
武
兵
衛
か
ら
の
報
告
が
滞
っ
た
の
か
、
「
其
も
と
の
や
う
す
具
書

付
可
被
申
越
候
」
と
報
告
を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
書
状
の
作
成
さ
れ
た
年
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
内
容
か
ら
検
討
し
て
み

（

３

）

た
い
。
ま
ず
、
図
晦
で
は
「
よ
し
田
修
理
」
の
名
が
あ
る
が
、
吉
田
修
理
は
一
万
四

千
石
の
重
臣
で
、
大
坂
夏
の
陣
で
軍
令
を
違
反
し
た
越
前
軍
の
一
番
乗
り
の
責
任
を

取
り
、
慶
長
二
十
年
二
六
一
五
）
五
月
七
日
天
満
川
で
入
水
死
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
人
物
で
あ
る
。
図
巧
は
六
月
二
十
四
日
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
状
の
作

成
は
慶
長
二
十
年
以
前
と
な
る
。
ま
た
一
方
で
、
秀
康
が
亡
く
な
り
、
十
三
歳
の
忠

直
が
遺
領
を
継
ぎ
、
江
戸
か
ら
越
前
に
向
か
っ
た
の
は
慶
長
十
二
年
二
六
○
七
）
閨

（

４

）

四
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
三
年
以
降
、
慶
長

十
九
年
以
前
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
図
ｕ
に
「
両
御
所
様
御
機
嫌
能
仕
合

残
所
無
之
候
間
」
と
あ
り
、
四
月
十
八
日
に
は
忠
直
が
家
康
・
秀
忠
と
謁
見
を
済
ま

せ
て
お
り
、
図
過
で
は
「
江
戸
・
駿
河
へ
参
着
い
た
し
候
上
ハ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
五

月
七
日
に
は
ま
だ
江
戸
に
も
駿
府
へ
も
到
着
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
も
越
前
へ
帰
国

せ
ず
、
図
町
の
八
月
十
日
頃
ま
で
そ
の
状
態
は
続
い
て
い
る
。

忠
直
が
越
前
を
不
在
に
す
る
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
書
状
の
作
成
年
代
は
慶
長

十
六
年
か
、
ま
た
は
慶
長
十
九
年
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

慶
長
十
六
年
三
月
に
、
家
康
は
後
陽
成
天
皇
の
譲
位
、
お
よ
び
後
水
尾
天
皇
即
位

の
儀
式
に
出
席
す
る
た
め
上
洛
す
る
が
、
九
男
義
直
と
十
男
頼
宣
と
と
も
に
忠
直
も

そ
れ
に
随
っ
て
い
る
。
三
月
二
十
日
、
忠
直
は
四
位
上
左
近
衛
権
少
将
に
叙
任
さ
れ
、

二
十
三
日
に
は
家
康
の
参
内
に
陪
従
し
、
義
直
・
頼
宣
と
同
様
、
天
杯
を
授
け
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
家
康
は
二
条
城
に
お
い
て
秀
頼
と
会
見
し
、
四
月
十
二
日
即
位
の
大

礼
が
行
わ
れ
、
家
康
は
こ
の
日
内
裏
の
造
営
を
諸
大
名
に
命
じ
て
い
る
。
四
月
十
八

（

５

）

日
、
家
康
は
京
を
出
発
し
、
二
十
八
日
に
駿
府
へ
到
着
し
た
。

忠
直
の
書
状
で
は
、
四
月
十
八
日
付
図
皿
で
は
両
御
所
と
拝
謁
し
た
こ
と
が
、
五

月
七
日
付
図
昭
で
は
、
い
ま
だ
江
戸
・
駿
河
へ
参
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
忠
直
が
上
洛
以
前
に
秀
忠
に
拝
謁
し
、
家
康
よ
り
遅
れ
て
京
を
発
っ
た
場

合
、
ど
ち
ら
の
条
件
も
満
た
す
。
し
か
し
、
図
Ⅳ
の
八
月
十
一
日
ま
で
帰
国
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
（
九
月
二
十
八
日
に
は
秀
忠
の
三
女
勝
姫
が
輿
入
れ

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
頃
に
は
忠
直
も
越
前
に
帰
国
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）

一
方
、
慶
長
十
九
年
に
は
、
忠
直
は
四
月
六
日
に
駿
府
に
出
仕
し
、
銀
二
百
枚
と

綿
三
百
把
を
献
上
し
た
。
家
康
は
家
老
の
本
多
富
正
と
本
多
成
重
二
人
を
召
し
、
「
忠
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（

６

）

直
少
年
た
れ
ば
両
人
よ
ろ
し
く
輔
導
す
べ
し
」
と
命
じ
て
い
る
。
八
日
に
は
駿
府
を

辞
し
、
江
戸
へ
向
か
う
。
さ
ら
に
、
『
国
事
叢
記
」
慶
長
十
九
年
の
項
に
は
「
伝
日
、

忠
直
卿
御
聟
と
な
り
給
ひ
、
近
年
国
二
凶
事
而
己
有
て
御
聟
入
な
し
．
此
度
御
聟
入

之
沙
汰
す
れ
共
、
左
二
あ
ら
ず
。
常
之
御
参
勤
者
三
十
日
二
不
過
御
帰
国
な
り
し
に
、

今
度
者
御
行
儀
御
不
足
故
、
久
々
江
戸
に
止
給
ふ
。
諸
人
不
審
す
。
」
と
あ
り
、
凶
事

と
は
慶
長
十
七
年
に
起
き
た
久
世
騒
動
の
こ
と
で
、
忠
直
は
「
行
儀
不
足
」
と
し
て
、

（

７

）

江
戸
に
止
め
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
月
に
は
大
坂
冬
の
陣
の
た
め
、
駿

（

８

）

府
に
い
た
忠
直
に
も
出
陣
が
命
じ
ら
れ
、
忠
直
は
本
多
成
重
・
本
多
富
正
へ
直
筆
で

出
陣
の
指
示
を
出
し
て
い
る
。

忠
直
の
書
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
四
月
十
八
日
に
は
家
康
・
秀
忠
と
の
拝
謁

は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
後
も
「
行
儀
不
足
」
の
た
め
江
戸
に
止
め
置
か
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
図
妬
の
三
十
ヶ
国
の
大
名
が
こ
ち
ら
に
詰
め
て
い
る
た
め
、
「
そ
の
ゆ
へ

（

力

）

越
前
（
忠
直
の
こ
と
か
）
も
こ
嵐
も
と
に
さ
し
を
か
セ
ら
れ
候
よ
し
」
と
説
明
す
る

よ
う
に
と
理
解
で
き
る
文
言
に
も
頷
け
る
。
そ
し
て
、
十
月
時
点
で
駿
府
に
滞
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
八
月
十
一
日
ま
で
越
前
に
帰
国
し
て
い
な
い
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
。
し
か
し
、
図
昭
の
五
月
七
日
の
江
戸
駿
河
に
参
着
し
て
い
な
い
と
い
う

記
述
に
適
合
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
慶
長
十
六
年
も
慶
長
十
九
年
も
ど
ち
ら
も
可
能
性
が
あ
り
、
作
成
時

期
に
つ
い
て
は
関
係
史
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
。

次
に
、
書
状
の
内
容
を
見
て
み
た
い
。
前
に
も
述
べ
た
が
、
越
前
を
不
在
に
し
て

い
る
忠
直
よ
り
、
国
元
の
武
兵
衛
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
状
で
あ
り
、
全
体
を
通
し

て
、
忠
直
は
問
題
な
く
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
武
兵
衛
へ
は
火
の
元
な
ど

の
警
戒
を
怠
ら
な
い
様
申
付
け
る
と
共
に
、
何
か
変
化
が
あ
れ
ば
知
ら
せ
る
よ
う
に

と
命
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
書
状
の
本
題
は
、
「
か
の
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。
図
昭

で
は
、
油
断
な
く
人
を
付
け
監
視
す
る
よ
う
に
と
指
示
を
し
て
い
る
が
、
図
嘔
で
は

「
か
の
者
」
は
監
視
下
に
置
か
れ
た
よ
う
で
、
武
兵
衛
の
門
葉
と
作
右
衛
門
の
二
人
に

（

９

）

「
か
の
者
」
を
預
か
る
番
所
を
任
せ
、
そ
の
こ
と
を
重
臣
吉
田
修
理
・
本
多
左
門
・
高

（

皿

）

田
遠
江
よ
り
申
し
渡
す
よ
う
命
じ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
ま
た
、
図
妬
・
Ⅳ
で
は

「
か
の
者
」
が
間
違
っ
て
も
逃
亡
し
な
い
よ
う
門
葉
と
相
談
し
、
警
備
に
念
を
入
れ
る

よ
う
に
と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
桜
井
甚
助
に
も
申
渡
す
旨
が
記
さ
れ

て
お
り
、
桜
井
武
兵
衛
と
そ
の
門
葉
が
、
忠
直
よ
り
極
秘
に
対
応
を
命
じ
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
門
葉
に
つ
い
て
も
「
其
方
申
わ
た
さ
れ
可
然
候
と
被
存
候
ハ
、
、
可

被
申
渡
候
、
其
方
ふ
ん
く
つ
次
第
に
て
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
兵
衛
に
一
任
さ
れ

て
お
り
、
武
兵
衛
は
忠
直
か
ら
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

残
念
な
が
ら
、
「
か
の
者
」
が
何
者
で
あ
る
の
か
は
書
状
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
、
作
成
年
代
が
慶
長
十
六
年
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
起
こ
る
久
世

騒
動
と
の
関
連
も
考
慮
で
き
る
。
久
世
騒
動
に
関
し
て
は
、
図
岨
に
は
、
「
越
前
一
而
、

く
せ
の
但
馬
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
但
馬
と
鑓
合
申
候
事
」
と
あ
り
、
実
際
に
久
世
但
馬

と
鑓
を
合
わ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
図
岨
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
武
兵

衛
に
と
っ
て
久
世
騒
動
で
の
戦
功
は
「
人
な
ミ
し
ゅ
び
」
で
は
な
く
、
特
別
で
あ
っ

た
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
こ
れ
ら
書
状
に
も
取
次
の
名
が
見
ら
れ
る
。
図
皿
と
Ⅳ
で
取
次
を
行
っ
て
い

（

Ⅲ

）

る
藤
埜
小
刑
部
は
、
秀
康
時
代
の
給
帳
に
は
名
が
無
い
こ
と
か
ら
、
忠
直
の
治
世
と

な
り
登
用
さ
れ
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
『
国
事
叢
記
』
で
は
、
大
坂
冬
の
陣
の
陣
立

の
中
に
、
「
藤
野
少
刑
部
八
百
石
（
中
略
）
右
近
習
馬
上
二
拾
三
騎
、
」
と
名
が
あ
り
、

忠
直
の
近
習
で
あ
っ
た
。
藤
野
小
刑
部
、
白
石
七
郎
右
衛
門
、
長
谷
河
小
左
衛
門
ら

取
次
に
よ
り
、
忠
直
よ
り
の
書
状
が
武
兵
衛
へ
と
伝
達
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
書
状
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
し
か
し
今
回
の
考
察

で
、
桜
井
武
兵
衛
は
、
特
に
禄
高
は
高
く
は
な
か
っ
た
が
、
忠
直
よ
り
密
命
を
受
け
、
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国
元
で
働
く
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
忠
直
は
、
武

兵
衛
に
対
し
密
命
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
体
調
を
案
じ
、
薬
を
与
え
る
な
ど
細

や
か
な
気
遣
い
を
見
せ
、
二
人
は
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

粗
暴
で
気
随
者
の
印
象
が
強
い
忠
直
で
あ
る
が
、
家
臣
を
思
い
や
る
一
面
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
忠
直
の
治
世
や
人
物
像
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

（

根

本

佐

智

子

）

註（
１
）
小
曽
戸
洋
監
修
『
病
家
須
知
」
翻
刻
訳
注
篇
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
二
○
○
六
年
）
二
四
頁
。

（
２
）
白
石
七
郎
右
衛
門
、
長
谷
河
小
左
衛
門
共
に
結
城
秀
康
給
帳
、
松
平
忠
直
給
帳
に
名
前
が
な
い
。

（
３
）
『
国
事
叢
記
」
に
は
「
吉
田
修
理
亮
好
寛
。
佐
々
木
氏
、
元
、
秀
次
公
臣
久
右
衛
門
。
前
、
石
橋
彦

四
郎
云
。
於
越
前
領
一
万
四
千
石
、
与
力
知
行
共
二
・
元
和
元
乙
卯
年
五
月
七
日
溺
死
」
と
あ
る
。

（
４
）
「
西
巌
公
年
譜
」
（
「
徳
川
諸
家
系
譜
」
四
）

（
５
）
『
徳
川
実
紀
」
「
台
徳
院
殿
御
実
紀
」

（
６
）
前
掲
５
と
同
じ

（
７
）
慶
長
十
九
年
七
月
二
十
日
に
秀
康
の
養
父
、
結
城
晴
朝
が
死
去
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
帰
国
し

た

可

能

性

は

あ

る

。

（
８
）
『
福
井
市
史
』
通
史
編
二
、
四
二
頁

（
９
）
三
千
二
百
六
十
石
。
「
浄
光
公
年
譜
」
（
『
徳
川
諸
家
系
譜
」
四
）
で
は
本
多
冨
正
の
兄
力
と
い

わ
れ
る
。
『
国
事
叢
記
」
で
は
「
秀
康
君
臣
本
多
左
門
生
三
河
。
後
、
与
力
知
共
三
千
二
百

六
十
石
。
子
孫
、
越
後
守
殿
奉
仕
云
。
常
陸
土
浦
御
預
、
千
二
百
六
十
石
。
」
と
あ
る
。
大
坂

の
陣
で
は
城
代
を
つ
と
め
た
。
本
多
監
物
の
父
。

（
蛆
）
二
千
石
。
『
国
事
叢
記
」
で
は
「
高
田
遠
江
守
一
英
従
五
位
下
。
近
江
生
。
宇
多
源
氏
。
佐
々

木
信
州
小
室
太
郎
男
、
始
小
左
衛
門
、
二
千
石
。
後
三
千
五
百
石
。
始
増
田
右
衛
門
長
盛
臣
。
」

と
あ
る
。
「
秀
康
給
帳
①
」
で
は
伏
見
御
供
番
衆
。
秀
康
以
来
侍
一
○
五
騎
と
し
て
忠
昌
に
仕
官
。

（
Ⅱ
）
「
忠
直
給
帳
」
「
宰
相
給
帳
」
「
黄
門
給
帳
②
」
と
も
に
六
五
○
石
、
「
黄
門
給
帳
②
」
で
は
出
身

地

と

し

て

「

尾

州

」

の

記

述

も

あ

る

。

（
皿
）
「
秀
康
給
帳
①
」
で
は
百
五
十
石
の
御
番
与
衆
、
生
国
は
下
野
と
あ
る
。

「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
と
は
、
戦
国
大
名
北
条
氏
、
そ
の
滅
亡
後
は
結
城
秀
康
に
仕

え
た
桜
井
武
兵
衛
が
自
身
の
戦
功
を
記
し
た
記
録
で
あ
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
年
未

詳
九
月
十
九
日
付
〈
図
岨
）
と
桜
井
家
が
所
蔵
す
る
年
未
詳
九
月
二
十
五
日
付
の
二

通
が
あ
り
、
一
般
に
「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
（
以
下
「
覚
書
」
と
記
す
）
と
呼
ば
れ
る

が
、
九
月
十
九
日
付
に
は
「
我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚
」
、
九
月
二
十
五
日
付
に
は
「
我

等
は
し
り
め
ぐ
り
之
覚
書
」
と
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
を
生
き
た
武
士
が
、
江
戸
時
代
に
な
り
自
ら
の
戦
功
を
記
し
た
記
録
と

（

１

）

（

２

）

（

３

）

し
て
、
「
辻
加
賀
守
高
名
之
覚
」
「
野
口
豊
前
戦
功
覚
書
写
」
「
北
爪
右
馬
助
覚
書
」
な

ど
が
あ
る
が
、
武
兵
衛
の
「
覚
書
」
は
関
連
文
書
が
共
に
伝
来
し
て
い
る
た
め
、
史

料
的
な
価
値
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

（

４

）

か
つ
て
二
通
の
「
覚
書
」
の
比
較
と
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
通
の
内
容

は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
幾
つ
か
の
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
十
九
日
付
「
覚
書
」
に
は

花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
二
十
五
日
付
に
は
「
大
坂
夏
の
陣
」
に
関
す
る
記

述
が
あ
る
た
め
、
前
者
は
十
二
、
後
者
は
十
三
の
戦
功
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦

功
記
事
の
数
量
の
違
い
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
後
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二

十
五
日
付
の
「
覚
書
」
の
方
が
、
人
名
や
合
戦
の
記
述
が
詳
細
で
文
章
も
整
理
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
武
兵
衛
が
「
覚
書
」
を
記
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
元
和
九
年
二
六
二
三
）

に
松
平
忠
直
が
幕
府
よ
り
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
越
前
六
十
八
万
石
は
解
体

さ
れ
、
嫡
男
光
長
は
越
後
の
高
田
へ
二
十
五
万
石
で
転
封
と
な
り
家
臣
団
の
再
編
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
光
長
は
家
臣
に
戦
功
の
書
上
の
提
出
を
命
じ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
討
を
行
っ
た
時
、
二
通
の
「
覚
書
」
の
比
較
と
記
載
さ
れ
て
い
る
合

四
、
「
桜
井
武
兵
衛
覚
書
」
か
ら
み
た
後
北
条
氏
の
恩
賞
申
請
に
つ
い
て
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戦
の
年
代
比
定
を
主
眼
と
し
た
た
め
、
そ
の
他
の
検
討
は
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
九
月
十
九
日
付
の
「
覚
書
」
の
構
成
要
素
で
あ

る
個
々
の
合
戦
と
戦
功
記
事
の
分
析
を
通
し
て
、
後
北
条
氏
の
恩
賞
申
請
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

（
二
桜
井
武
兵
衛
と
「
覚
書
」
に
つ
い
て

（

５

）

桜
井
家
に
伝
来
し
た
系
図
に
よ
る
と
、
武
兵
衛
は
寛
永
八
年
二
六
三
二
七
月

十
七
日
に
七
十
五
歳
で
死
没
と
記
さ
れ
る
た
め
、
弘
治
三
年
二
五
五
七
）
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
「
覚
書
」
に
は
、
武
兵
衛
が
北
条
氏
と
結
城
（
松
平
）
氏
に
仕
え
た
経
歴

を
反
映
し
て
、
天
正
九
年
二
五
八
二
か
ら
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
十
二
月
ま

で
四
十
一
年
間
の
戦
功
が
記
さ
れ
る
。
二
十
五
歳
か
ら
六
十
六
歳
の
記
録
で
あ
り
、
最

後
の
戦
功
が
六
十
六
歳
と
い
う
の
は
や
や
高
齢
に
過
ぎ
る
か
と
思
え
る
が
、
あ
り
得

な
い
こ
と
で
は
な
い
。
肥
後
の
細
川
家
に
仕
え
、
武
兵
衛
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
生
き

た
沢
村
大
学
は
、
正
保
二
年
二
六
四
五
）
に
甲
冑
姿
の
自
画
像
を
作
ら
せ
、
そ
れ

（

６

）

に
加
え
た
自
賛
に
七
十
七
歳
で
島
原
の
乱
に
従
軍
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
九
月
十
九
日
付
の
「
覚
書
」
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

の
か
見
て
み
た
い
。
冒
頭
の
二
項
の
記
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
藤
岡
お
も
て
二
而
、
さ
た
け
衆
と
小
田
原
衆

た
い
ぢ
ん
之
時
、
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
・
我
等
鑓
は
し
め
ヲ

仕

候

事

、

…

①

一
、
新
う
つ
の
宮
・
た
げ
二
而
、
京
牢
人
村
井
・
我
等

や
り
は
し
め
ヲ
仕
候
、
田
代
大
膳
可
存
候
事
、
…
②

（

７

）

①
は
、
下
野
の
藤
岡
（
現
栃
木
県
藤
岡
町
）
で
の
武
兵
衛
と
諏
訪
部
宗
右
衛
門
尉

の
「
鑓
初
」
の
戦
功
を
記
し
て
い
る
．
佐
竹
勢
と
北
条
勢
の
対
陣
と
は
、
天
正
十
二

年
二
五
八
四
）
五
月
か
ら
七
月
下
旬
ま
で
続
い
た
沼
尻
（
同
）
の
合
戦
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
諏
訪
部
は
『
所
領
役
帳
』
の
御
馬
廻
衆
に
記
載
の
あ
る
諏
訪
部
惣

右
衛
門
と
み
ら
れ
る
。

②
は
、
「
新
宇
都
宮
・
た
げ
」
の
地
名
か
ら
合
戦
の
時
期
が
推
定
で
き
る
。
天
正
十

三
年
二
五
八
五
）
九
月
、
宇
都
宮
国
綱
は
北
条
氏
の
攻
撃
に
よ
り
、
本
拠
地
、
宇

都
宮
城
（
現
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か
ら
退
去
し
、
新
し
く
築
い
た
多
気
山
城
（
新
宇

都
宮
と
よ
ば
れ
た
）
で
対
抗
し
た
。
こ
の
時
、
武
兵
衛
は
京
浪
人
の
村
井
と
と
も
に

鑓
合
戦
を
行
い
、
こ
の
様
子
は
田
代
大
膳
が
承
知
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
田
代

は
武
兵
衛
と
村
井
の
「
鑓
初
」
の
目
撃
者
と
し
て
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
件
は
天
正
十
二
年
、
同
十
三
年
と
い
う
よ
う
に
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て

記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
項
目
は
再
び
十
二
年
の
記
述
に
な
る
。

一
、
富
田
二
而
、
う
じ
な
お
大
中
寺
山
二
あ
か
り
、
見

被
申
候
、
冨
田
の
宿
や
ぶ
り
、
城
の
門
ま
で
お
し
こ
ミ
、

鑓

仕

候

事

、

…

③

③
は
、
下
野
の
冨
田
城
に
お
け
る
合
戦
の
記
事
で
あ
る
。
富
田
も
大
中
寺
も
現
在

の
栃
木
県
大
平
町
に
所
在
す
る
地
名
や
寺
院
名
で
あ
る
。
冨
田
城
は
城
下
集
落
が
形

（

８

）

成
さ
れ
て
い
た
た
め
か
「
内
宿
」
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
「
富
田
の
宿
」

と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
示
し
た
十
九
日
付
「
覚
書
」
に
は
、
合

戦
の
様
子
だ
け
を
記
し
て
い
る
が
、
二
十
五
日
付
「
覚
書
」
に
は
「
野
中
六
郎
右
衛

門
・
冨
長
か
げ
ゆ
・
わ
れ
ら
鑓
仕
候
事
」
と
あ
り
、
武
兵
衛
は
野
中
、
冨
長
と
と
も

に
城
門
ま
で
攻
め
入
り
、
鑓
合
戦
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
兵
衛
と
共
に
戦
っ
た
野
中
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
冨

長
は
氏
邦
の
家
臣
に
冨
長
勘
解
由
が
い
る
。
こ
の
合
戦
は
、
氏
邦
と
氏
照
が
下
野
の

足
利
・
佐
野
方
面
へ
出
陣
し
た
天
正
十
二
年
二
月
か
ら
四
月
頃
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
②
と
③
は
年
代
的
に
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
次
頁
下
段

の
表
で
示
し
た
通
り
、
「
覚
書
」
に
は
年
代
順
で
は
な
い
箇
所
が
多
い
。
自
身
の
記
録

で
あ
り
な
が
ら
何
故
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
武
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兵
衛
が
「
覚
書
」
を
作
成
し
た
時
、
手
元
に
は
幾
つ
か
の
過
去
の
戦
功
に
関
す
る
記

録
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
記
憶
に
頼
っ
て
順
序
づ
け
て
書
写
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
「
覚
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
個
々
の
記
録
は
ど
の
よ
う
な
背
景
の
中
で

作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
「
覚
書
」
の
記
事
と
感
状
授
与

「
覚
書
」
は
複
数
の
合
戦
の
記
録
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
記
録
が
作

成
さ
れ
た
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
存
在
す
る
。

「
北
条
氏
直
感
状
」
（
桜
井
家
文
書
）

去
月
廿
四
日
、
向
足
利
伏
兵
之
瑚
、
終
日
抽
而
走
廻
之
由
、
神
妙
候
、
弥
可
相
稼
候
、

一
理
一
言
、

二

月

二

日

氏

直

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

尉

殿

天
正
十
七
年
二
五
八
九
）
と
み
ら
れ
る
正
月
二
十
四
日
、
桜
井
武
兵
衛
が
足
利

（
現
群
馬
県
足
利
市
）
で
伏
兵
を
務
め
た
お
り
、
朝
か
ら
昼
に
及
ぶ
戦
闘
で
抜
群
の
働

（

９

）

き
を
し
た
た
め
、
氏
直
よ
り
感
状
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
感
状
に
記
さ
れ
る
戦
闘
の

記
述
は
、
「
覚
書
」
の
七
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
あ
し
か
が
二
而
、
草
ノ
時
、
朝
よ
り
昼
比
ま
で
、
し
や

い
御
座
候
、
其
時
、
我
等
ぬ
き
出
、
は
し
り
め
ぐ
り
候
、

う
じ
な
お
御
か
ん
し
よ
う
持
申
候
事
、
…
⑦

こ
の
よ
う
に
、
武
兵
衛
が
感
状
を
獲
得
し
た
合
戦
が
「
覚
書
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、

「
覚
書
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
戦
と
戦
功
の
記
述
は
、
恩
賞
の
申
請
の
た
め
に
記
さ
れ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
部
分
の
記
事
に
は
戦
功
の
証
人
と
な
る
人
物

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
武
兵
衛

が
感
状
を
獲
得
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
部
分
（
⑦
）
に
は
、
証
人
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
覚
書
」
の
編
纂
時
に
感
状
を
所
持
し
て
い
た
た
め
、
戦
功
の

｢我等はしりめぐり之覚」 （九月十九日付）に記される戦功の内容と証人

際
、
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。
だ
が
証
人
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
幾
つ
か
あ

る
が
（
表
参
照
）
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
省
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

年月日

天正十二年の五月～七月

天正十三年九月頃

聖
①
｜
②
｜
③

場所

藤岡おもて(沼尻合戦）

新うつの宮・たげ

戦功内容

鑓はしめ

鑓はしめ

合討

すわく宗右衛門尉

京牢人村井

証人

田代大膳

城の門までおしこ

ミ鑓仕候

野中六郎右衞門・冨長か

げゆ(二五日付覚書から補）
天正十二年二ll～四月頃 冨田

天正十二年三月、 または

四月
つくば山 さきにおしこみ 山上郷右衞門4

天正十二年二月～IIﾘ月頃

(あるいは同九年夏頃か）
(安房守の救援）ゆふきの田川 松田六郎左衞門5

味方の救援、敵と

やり合わせ
天正九年十一月～二月頃 いづミかしら、湯川おもて 無 瀬戸与兵衛6

草ノ時、朝より昼
比までしやい

⑦

’

８

’

９

天正十七年一月 無あしかが (氏直の感状所持）

天正十年十月、 または同

十三年九月
ぬまた森下 一番のり 藤田大学

味方の救援、 （殿

を務め）一人もう

たせ不申引申候

天正十二年二月～四月頃 ﾐな川ノ大平111 無 (複数の目撃）

越前ニテくせノ但馬御せい

はい（久世但馬騒動）
慶長十七年十月 1Ⅱ馬と鑓合 無 (複数の目撃）10

ながみ右衞門尉、御せい
はい

死

候
打

仕
夫

度
大

五
十

由

手

」

四
す

鑓
む

井上田左衞門尉・ふか

沢長右衞門尉(検使）
元ｲⅡ八年十二月 無11

＊場所、戦功内容、人名の表記はほぼ｢覚書」の通りである。

＊配列の順は｢覚吾」に記されている通り、 また、番号を○で囲った合戦は、本文中に述べたもの

（
三
）
恩
賞
申
請

と
証
人
に
つ
い
て

「
覚
書
」
に
記
さ

れ
て
い
る
合
戦
の

記
事
は
、
恩
賞
の

申
請
の
た
め
の
文

書
を
集
め
た
も
の

と
み
る
と
、
戦
功

の
場
所
、
そ
の
内

容
、
証
人
（
目
撃

者
・
同
行
者
）
と

い
っ
た
定
形
化
さ

れ
た
記
述
に
納
得

が
い
く
。
こ
れ
ら

は
恩
賞
申
請
の

場
所
と
内
容
を
記

し
、
次
に
感
状
を

所
持
し
て
い
る
と

の
結
果
を
記
し
た

た
め
、
文
脈
上
、
証

人
に
関
す
る
記
述

を
省
い
た
の
で
あ

属
ご
つ
。
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最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
「
鑓
初
め
」
の
戦
功
は
（
①
）
、
諏
訪
部
宗
右
衛
門
尉
と
共

に
行
っ
た
こ
と
を
記
す
が
証
人
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
他
の
記
述
も

み
る
と
複
数
の
者
が
共
同
で
戦
功
を
あ
げ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
「
殿
（
し
ん
が
り
・

退
却
な
ど
の
際
、
敵
の
攻
撃
を
く
い
止
め
る
役
割
）
」
な
ど
の
よ
う
に
複
数
の
目
撃
者

が
い
た
場
合
は
、
証
人
を
省
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

武
兵
衛
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
天
正
十
二
年
と
み
ら
れ
る
七
月
十
一
日
付

の
北
条
氏
直
の
感
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
条
方
か
ら
離
脱
し
た
由
良
氏
と
の
五
覧

田
（
現
群
馬
県
み
ど
り
市
）
に
お
け
る
合
戦
で
、
前
原
藤
左
衛
門
と
目
黒
織
部
丞
が

（

皿

）

あ
げ
た
勲
功
に
対
し
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
北
条
氏
直
感
状
」
（
目
黒
文
書
）

去
三
日
、
五
覧
田
之
地
乗
取
瑚
、
敵
一
人
、
目
黒
織
部
丞
与
合
討
、
高
名
之
至
、

神
妙
候
、
弥
可
走
廻
者
也
、
冊
如
件
、

七

月

十

一

日

（

花

押

）

前

原

藤

左

衛

門

と

の

へ

「
北
条
氏
直
感
状
」
（
前
原
文
書
）

去
三
日
、
五
覧
田
之
地
乗
取
剛
、
敵
一
人
、
前
原
藤
左
衛
門
与
合
討
、
高
名
之
至
、

神
妙
候
、
弥
可
走
廻
者
也
、
価
如
件
、

七

月

十

一

日

（

花

押

）

目

黒

織

部

丞

と

の

へ

こ
の
二
通
の
感
状
か
ら
目
黒
と
前
原
が
協
力
し
て
敵
一
人
を
討
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
文
中
に
あ
る
「
合
討
」
は
「
相
討
」
と
も
記
し
、
共
同
で
敵
を
討
つ
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
感
状
が
発
給
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
目
黒
と
前
原
は
そ
れ
ぞ
れ
恩
賞
の
申
請

を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
一
件
の
戦
功
に
つ
い
て
複
数
の
者
が
恩
賞
の
申
請
を
す

る
場
合
、
客
観
的
な
事
実
関
係
の
確
認
が
可
能
と
な
る
た
め
、
合
討
の
場
合
は
と
も

に
戦
っ
た
人
名
を
記
す
こ
と
に
よ
り
、
証
人
を
省
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
②
の
「
鑓
初
め
」
の
戦
功
の
よ
う
に
、
武
兵
衛
と
と
も
に
戦
っ
た
人
物

が
京
牢
人
村
井
の
場
合
は
、
村
井
は
家
臣
で
は
な
い
た
め
証
人
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
、
田
代
大
膳
を
証
人
と
し
て
記
し
て
い
る
。

③
は
「
鑓
初
め
」
の
戦
功
と
み
ら
れ
る
が
、
証
人
の
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
合
討

か
と
思
え
る
が
、
そ
の
記
述
も
な
い
。
し
か
し
二
十
五
日
付
の
「
覚
書
」
に
は
「
野

中
六
郎
右
衛
門
・
冨
長
か
げ
ゆ
・
わ
れ
ら
鑓
仕
候
事
」
と
あ
り
合
討
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
十
九
日
付
「
覚
書
」
は
こ
れ
ら
の
記
述
を
失
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
後
北
条
氏
の
恩
賞
申
請
に
つ
い
て

戦
場
の
功
績
と
い
え
ば
、
先
ず
敵
を
討
ち
取
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
最
初

に
敵
と
槍
を
合
わ
せ
る
一
番
槍
、
敵
の
城
な
ど
に
最
初
に
攻
め
込
む
一
番
乗
り
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、
合
戦
に
よ
る
疵
な
ど
も
勲
功
の
対
象
と
な
っ
た
。
「
覚
書
」
に
も
、

敵
を
討
ち
と
る
「
く
び
取
り
」
、
「
鑓
初
め
」
「
先
に
押
し
込
み
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
先

駆
け
、
ま
た
「
打
死
仕
候
」
な
ど
の
文
言
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
味
方
の
窮
地
を

救
っ
た
と
の
記
述
も
あ
り
、
こ
れ
も
戦
功
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
士
た
ち
に
と
っ
て
、
合
戦
は
所
領
や
官
位
、
そ
し
て
感
状
な
ど
の
恩
賞
を
獲
得

す
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
古
く
か
ら
勲
功
の
申
請
や
認
定
の

制
度
は
整
え
ら
れ
て
い
た
。
鎌
倉
幕
府
で
は
御
家
人
よ
り
提
出
さ
れ
た
軍
忠
状
を
恩

賞
奉
行
が
審
査
し
、
勲
功
と
認
め
ら
れ
れ
ば
恩
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
室
町
幕
府
で
は

恩
賞
方
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
戦
国
大
名
北
条
家
の
勲
功
認
定
は
ど
の
よ
う
な
手
続
で
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
様
子
は
「
覚
書
」
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
合
戦

後
、
家
臣
た
ち
は
自
身
の
戦
闘
が
功
績
に
相
当
す
る
と
思
っ
た
時
、
戦
闘
の
場
所
、
戦

功
の
内
容
、
証
人
の
名
を
記
し
た
簡
潔
な
文
書
を
提
出
し
た
。
合
討
や
複
数
の
目
撃
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者
が
い
る
場
合
は
証
人
を
省
く
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
「
覚
書
」
に
は
「
此
外
、
人

な
ミ
し
ゅ
び
合
候
事
、
度
々
候
へ
共
、
不
申
上
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
並
み
の

活
躍
に
つ
い
て
は
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．

ま
た
、
「
覚
書
」
の
個
々
の
記
事
に
日
付
が
記
さ
れ
な
い
の
は
、
合
戦
後
に
間
を
お

か
ず
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
区
別
の
た
め
の
日
付
は
必
要
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
受
理
す
る
北
条
氏
側
も
合
戦
ご
と
に
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
、
審

査
す
る
た
め
、
日
付
を
求
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
受
理
側
は
戦
闘
の
日

時
を
細
か
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
先
に
示
し
た
三
通
の
氏
直

の
感
状
に
は
、
合
戦
の
場
所
、
勲
功
の
内
容
と
と
も
に
具
体
的
な
日
付
を
入
れ
て
い

る
。
提
出
さ
れ
た
恩
賞
申
請
を
、
北
条
家
は
ど
の
よ
う
に
審
査
し
て
い
た
も
の
か
不

明
で
あ
る
が
、
行
政
面
で
は
分
野
ご
と
に
奉
行
人
を
定
め
執
り
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
戦
功
認
定
に
つ
い
て
も
担
当
の
奉
行
を
定
め
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
先
に
も
述
べ
た
天
正
十
七
年
二
月
の
武
兵
衛
へ
感
状
授
与
の
後
、
北
条
氏
が

武
兵
衛
に
与
え
た
二
通
の
六
月
朔
日
付
の
朱
印
状
の
宛
所
に
「
桜
井
肥
前
守
」
と
記

（

、

）

さ
れ
て
い
る
た
め
、
感
状
と
受
領
名
の
授
与
に
は
関
連
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

小

括

「
覚
書
」
は
、
武
兵
衛
自
身
が
体
験
し
た
戦
闘
お
よ
び
戦
功
の
「
記
録
」
を
書
き
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
記
録
」
は
武
兵
衛
が
北
条
家
へ
提
出
し
た
勲
功
申
請
の
文
書
の

控
と
も
い
う
も
の
で
、
参
加
し
た
戦
闘
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
年
月

日
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
覚
書
」
の
記
述
は
年
代
の
順
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
な
お
本
文
中
に
は
記
さ
な
か
っ
た
が
、
「
覚
書
」
末
尾
の
二
項
は
戦
功
の

場
所
を
「
越
前
に
て
」
と
記
し
て
い
る
た
め
、
「
覚
書
」
が
越
前
を
離
れ
て
か
ら
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
覚
書
」
か
ら
う
か
が
え
る
恩
賞
申
請
の
方
法
は
、
他
の
戦
国
大
名
で

も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
期
は
や
や
下
る
が
、
慶
長
二
十
年
二

六
一
五
）
五
月
七
日
、
大
坂
夏
の
陣
で
越
前
勢
が
あ
げ
た
首
級
を
記
し
た
「
大
坂
夏

の
陣
越
前
首
取
状
」
と
称
さ
れ
る
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
功
の
認
定
に
係
わ
っ
た

（

皿

）

赤
見
新
五
左
衛
門
に
宛
て
た
お
よ
そ
六
十
通
の
文
書
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
文
書
に
は

首
取
の
場
所
（
日
付
が
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
）
、
首
取
の
様
子
、
見
手
（
証
人
）
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
書
の
差
出
所
に
は
花
押
を
据
え
た
文
書
作
成
者
の
署
名

と
と
も
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
覚
書
」
に
は
見
ら
れ
な
い
署
名
が
あ
る
の
は
申

請
文
書
の
原
本
だ
か
ら
で
、
武
兵
衛
が
北
条
家
に
提
出
し
た
恩
賞
申
請
の
文
書
に
も

署
名
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
日
付
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
「
首
取
状
」
に
は

合
戦
か
ら
二
ヶ
月
程
経
過
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
戦
が
終
了
し
、
戦

功
に
関
す
る
調
査
ま
で
の
期
間
が
長
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
発
生
し
た
天
草
・
島
原
一
楼
で
は
、
参
陣

し
た
各
藩
の
家
臣
や
陣
借
り
し
た
浪
人
の
間
で
は
、
戦
闘
の
後
、
書
状
形
式
の
文
書

が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
は
文
書
の
受
給
者
の
戦
功
が
記
さ
れ
、
発
給

者
が
目
撃
者
（
証
人
）
の
役
割
を
果
た
し
、
合
戦
後
、
各
藩
は
こ
れ
ら
を
提
出
さ
せ
、

（

咽

）

戦
功
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
文
書
の
形
式
は
異
な
る
も
の
の
、
戦
功
の
場
所
、
内
容
、
証
人
を
明

確
に
記
す
と
の
方
針
は
共
通
す
る
た
め
、
必
要
事
項
を
記
し
た
簡
易
な
文
書
に
よ
る

戦
功
認
定
の
申
請
を
行
な
い
、
そ
れ
を
審
査
す
る
と
い
う
方
法
は
後
北
条
氏
に
限
ら

ず

多

く

の

戦

国

大

名

も

採

用

し

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

（

鳥

居

和

郎

）

註（
１
）
「
藤
岡
町
史
』
資
料
編
、
古
代
中
世
、
二
九
三
頁

（
２
）
『
結
城
市
史
」
第
一
巻
、
古
代
中
世
史
料
編
、
二
八
二
頁
、
こ
れ
に
は
慶
長
八
年
六
月
二
十
日

の

年

紀

あ

り

。

（
３
）
「
群
馬
県
史
』
資
料
編
七
、
三
六
九
二
号
文
書
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後
北
条
氏
遺
臣
桜
井
家
に
伝
来
し
た
越
前
時
代
の
文
書
の
紹
介
と
、
そ
れ
ら
の
文

書
を
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
解
説
を
加
え
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
戦
国
期

の
桜
井
家
文
書
十
一
通
は
広
く
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
結
城
秀
康
、
松
平
忠

直
に
仕
え
た
越
前
時
代
の
文
書
お
よ
そ
二
十
通
は
、
一
部
に
つ
い
て
は
紹
介
を
行
っ

お
わ
り
に

た
も
の
の
未
紹
介
の
も
の
が
多
く
、
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
本
稿
が
初
と
い
え

（
５
）

（
６
）

（
７
）

～、

4
ー〆

一、へ〆へ

12 11 10
～〆~、一

（
８
）

〆
、

（
９
）

（
喝
）
西
島
太
郎
「
戦
場
の
目
撃
証
言
Ｉ
島
原
・
天
草
一
撲
と
雨
森
清
広
の
仕
官
ｌ
」
藤
田
達
生
編

『
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
構
造
ｌ
戦
場
論
（
上
）
Ｉ
」
岩
田
書
店
、
二
○
○
六
年
。
な
お
、
桜

井
系
図
に
も
、
一
族
が
島
原
の
乱
に
参
陣
し
討
死
し
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

鳥
居
和
郎
「
桜
井
武
兵
衛
覚
害
に
つ
い
て
ｌ
内
容
と
そ
の
成
立
背
景
の
検
討
ｌ
」
『
神
奈
川
県

立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
匡
第
三
十
二
号
所
収
、
二
○
○
六
年

桜
井
武
兵
衛
よ
り
八
代
後
の
桜
井
兼
之
助
（
天
保
八
年
生
ま
れ
）
が
編
纂
し
た
も
の
。

宮
島
新
一
「
武
士
の
肖
像
」
『
日
本
の
美
術
』
第
麺
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
八
年

十
九
日
付
の
「
覚
書
」
に
は
「
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
」
と
あ
る
が
、
二
十
五
日
付
に
は
「
諏
訪

部
宗
右
衛
」
と
あ
る
。

「
角
川
地
名
大
辞
典
」
９
、
栃
木
県
、
「
富
田
城
」
の
項

『
戦
国
遺
文
』
第
五
巻
、
三
六
三
七
号
文
書
。
な
お
、
同
書
で
は
こ
の
文
書
を
天
正
十
八
年
と

し
て
い
る
が
、
同
年
の
武
兵
衛
や
上
野
国
衆
の
動
向
、
ま
た
、
武
兵
衛
の
受
領
名
な
ど
か
ら
十

七
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
感
状
に
記
さ
れ
る
二
十
四
日
の
足
利
表
の
戦
闘
に
関

し
て
、
他
に
四
通
の
正
月
二
十
八
日
付
の
感
状
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
敵
の
討
取
り
で
比

較
的
短
時
間
で
感
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
武
兵
衛
の
感
状
の
日
付
を
勘
案
す
る

と
多
数
の
恩
賞
の
申
請
が
提
出
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

「
戦
国
遺
文
』
第
四
巻
、
二
六
八
五
・
二
六
八
六
号
文
書

前
掲
刑
と
同
じ
、
三
四
五
八
・
三
四
五
九
号
文
書

渡
辺
武
「
大
坂
夏
の
陣
越
前
兵
首
取
状
に
つ
い
て
」
「
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』
第
１
号
、
一
九

六

五

ま
た
、
両
時
代
の
文
書
は
大
部
分
、
桜
井
武
兵
衛
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
数
量
的

に
も
多
い
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
大
き
な
時

代
の
変
化
の
中
で
生
き
抜
く
武
兵
衛
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
自
体
興
味
深

い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
藩
主
忠
直
が
武
兵
衛
に
宛
て
た
数
々
の
書
状
、
ま
た
、
親
密

さ
を
感
ず
る
内
容
に
も
大
き
な
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

忠
直
に
関
す
る
研
究
は
、
史
料
の
少
な
さ
も
あ
り
充
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
本
稿
が
忠
直
や
近
世
初
期
の
越
前
藩
に
関
す
る
研
究
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
最
後
に
な
る
が
、
本
文
書
群
を
当
館
に
お
譲
り
下
さ
っ
た
桜
井
元
昭
氏
は
、

昨
年
の
八
月
に
逝
去
さ
れ
た
。
平
成
元
年
に
開
催
し
た
特
別
展
「
後
北
条
氏
と
東
国

文
化
」
へ
、
ご
所
蔵
の
文
書
を
出
品
頂
い
て
以
来
、
当
館
が
頂
戴
し
た
ご
恩
は
数
え

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
、
あ
ら
た
め
て
長
年
に
わ
た

る
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

る
0
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番
号

越
前
時
代
の
桜
井
家
文
書

19 18 17 16 15 14 13 12 10 911 8 ７ 6 5 3 24 1

松
平
忠
直
書
状

松
平
忠
直
言
状

松
平
忠
直
書
状

松
平
忠
直
言
状

松
平
忠
直
耆
状

~
松
平
忠
直
耆
状

松
平
忠
直
書
状

松
平
忠
直
書
状

~
松
平
忠
直
言
状

我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚

松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

松
平
忠
直
黒
印
状

松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

越
前
藩
年
寄
衆
連
判
覚
書

松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

越
前
藩
年
寄
衆
連
署
碇
耆

結
城
秀
康
知
行
宛
行
状

結
城
秀
康
知
行
宛
行
状

文
言
名

~
一
年
月
日

年
未
詳
九
月
十
九
日

年
未
詳
八
月
三
日

年
未
詳
八
月
十
一
日

年
未
詳
極
月
廿
八
日

年
未
詳
六
月
廿
四
日

年
未
詳
五
月
七
日

年
未
詳
五
月
廿
日

年
未
詳
卯
月
廿
五
日

年
未
詳
正
月
十
二
日

年
未
詳
卯
月
十
八
日

元
和
九
年
二
月
三
日

元
和
九
年
正
月
十
五
日

元
和
九
年
正
月
七
日

慶
長
拾
二
年
九
月
七
日

慶
長
六
年
九
月
九
日

慶
長
八
年
正
月
九
日

（
元
和
三
年
）
十
一
月
朔
日

兀
和
弐
年
八
月
廿
二
日

兀
和
二
年
八
月
廿
二
日

＊
史
料
の
配
列
は
年
月
日
の
順
と
し
た
。
年
未
詳
の
も
の
は
月
日
の
順
と
し
た
が
、
岨
に
つ
い
て
は
内
容
か
ら
年
代
を
推
定
し
た
。

桜
井
武
（
兵
衛
）

桜
井
武
兵
衛

桜
井
（
武
兵
衛
ヵ
）

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
佐
助

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
佐
助

桜
井
甚
之
助

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

桜
井
武
兵
衛

宛
先

折
紙
一
一
通
一
三
六
・
五
×
五
一
・
七

折
紙
一
一
通
一
三
六
・
四
×
五
一
・
八

折
紙
一
一
通
一
三
六
・
二
×
五
一
・
八

継

紙

一

通

一

三

二

・

五

×

九

六

・

五

折

紙

一

一

通

三

六

・

三

×

五

二

・

○

折

紙

一

一

通

三

六

・

三

×

五

二

・

○

折

紙

一

一

通

三

六

・

三

×

五

二

・

○

折

紙

一

一

通

三

六

・

二

×

五

一

・

八

折

紙

一

通

一

三

六

・

三

×

五

二

・

三

折
紙
一
一
通
一
三
六
・
二
×
五
一
・
八

継

紙

一

一

通

三

六

・

二

×

一

五

三

二

一

竪
紙
一
一
通
一
三
五
・
七
×
五
一
・
八

竪

紙

一

一

通

一

三

五

・

八

×

五

一

・

八

竪

紙

一

通

一

三

二

・

○

×

三

二

・

一

形
式

竪
紙
一
一
通
一
三
六
・
○
×
五
二
・
五

竪
紙

竪

紙

一

一

通

一

三

五

・

八

×

五

○

・

三

竪
紙
一
一
通
一
三
一
・
八
×
四
七
・
三

竪
紙
一
一
通
一
三
一
・
六
×
四
六
・
五

数
量通

寸
法
（
竪
×
横
、
単
位
袴
ｒ
）

一

六

・

○

×

五

二

・

三
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宛

行

知

行

分

之

事

丸

岡

領

一

、

高

弐

百

五

拾

石

長

屋

村

内

東

郷

領

一

、

高

弐

百

五

拾

石

水

間

村

内

合

五

百

石

右
知
行
分
、
無
相
違
可

令
領
知
者
也
、
冊
如
件
、

慶

長

六

年

（

結

城

秀

康

）

丑

九

月

九

日

（

朱

印

）

桜

井

武

兵

衛

殿

右
令
扶
助
詑
、
全
可
領
知

者
也
、
冊
如
件
、

慶

長

八

年

（

結

城

秀

康

）

正

月

九

日

（

朱

印

）

桜

井

武

兵

衛

と

の

へ

１
結
城
秀
康
知
行
宛
行
状

３
越
前
藩
年
寄
衆
連
署
碇
書

２
結
城
秀
康
知
行
宛
行
状

宛

行

知

行

分

之

事

一
、
高
弐
百
五
拾
石

一
、
高
弐
百
五
拾
石

合

五

百

石

一
、
諸
侍
衆
、
夜
二
入
五
シ
過
候
而
よ
り
、
被
罷
出
候
事
可
為
停
止
、
但
、
難
去

用
所
在
之
付
て
ハ
、
ち
や
う
ち
ん
を
と
も
さ
せ
、
あ
る
き
可
被
申
候
事
、

一
、
家
来
之
上
下
、
夜
中
一
一
壱
人
も
不
罷
出
様
二
、
主
人
ノ
、
と
し
て

碇

東
郷
領

小

稲

津

村

内

府
中
領

水

間

村

宛

行

知

行

分

之

事

府

中

領

一

、

高

百

三

拾

石

下

新

庄

村

内

丸

岡

領

一

、

高

七

拾

石

牛

ヶ

嶋

村

内

高

合

弐

百

石

者

右
為
加
増
令
扶
助
誌
、
全
可

領
知
者
也
、
冊
如
件
、

元

和

弐

年

辰

（

松

平

忠

直

）

八

月

廿

二

日

（

黒

印

）

桜

井

武

兵

衛

と

の

へ

４
松
平
忠
直
宛
行
状

毎
夜
相
改
可
申
候
、
但
、
主
人
之
用
所
在
之
而
、
使
二
遣
候
時
ハ
、

ち
や
う
ち
ん
を
と
も
さ
せ
候
て
可
遣
候
事
、

一
、
御
家
中
衆
振
舞
之
儀
、
前
々
よ
り
如
御
置
目
、
汁
壱
シ
、
菜

三
ッ
、
酒
弐
返
た
る
へ
し
、
但
、
他
国
よ
り
之
客
来
ハ
、
可
為
各
別
事
、

一
、
侍
・
小
者
二
よ
ら
す
、
か
ぶ
き
も
の
抱
置
申
間
敷
候
、
並
ほ
う

つ
蚤
ミ
門
立
可
為
曲
事
、

一
、
免
合
之
儀
、
其
組
中
と
致
談
合
可
被
相
定
候
、
付
百
姓
等

欠
落
不
申
候
や
う
二
可
在
之
事
、

右
之
趣
、
相
背
ま
し
き
旨
、
銘
々
判
形
之
皇
付

可
被
上
之
者
也
、
冊
如
件
、

慶

長

拾

二

年未

九

月

七

日

本

多

伊

豆

守

（

花

押

）

本
多
伊
豆
守
（
花
押
）

桜
井
武
兵
衛
殿

今
村
大
炊
頭
（
花
押
）

宛

行

知

行

分

之

事府

中

領

一

、

高

百

石

者

千

曽

供

村

之

内

勝

山

領

一

、

高

八

拾

五

石

者

浄

土

寺

村

之

内

丸

岡

領

一

、

高

弐

百

六

拾

五

石

者

蓮

浦

村

之

内

高

合

四

百

五

拾

石

者

右
令
扶
助
誌
、
全
可
領
知

者
也
、
冊
如
件
、

元

和

弐

年

辰

（

松

平

忠

直

）

八

月

廿

二

日

（

黒

印

）

桜

井

甚

之

助

と

の

へ

高

六

拾

五

石

蓮

浦

村

内

合

弐

百

石

右
分
當
物
成
よ
り
納
所
可
被
申
候
、
御
黒
印
申
候
儀
ハ
重
而

可
被
下
候
、
以
上
、

巳

十

一

月

朔

日

（

本

多

）

本

七

左

衛

門

（

黒

印

）

（

岡

嶋

）

岡

壱

岐

守

（

黒

印

）

（

小

栗

）

小

備

後

守

（

黒

印

）

桜

井

左

助

殿
ま

い

る

５
松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

６
越
前
藩
年
寄
衆
連
判
覚
書府

中

領

高

百

石

千

曽

供

村

内

か

つ

山

領

高

三

拾

五

石

浄

土

寺

村

内

丸

岡

領

覚
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宛

行

知

行

分

之

事

西

方

領

一

、

高

三

拾

石

八

斗

弐

升

者

水

谷

村

丸

岡

領

一
、
高
弐
百
拾
四
石
三
斗
七
升
八
合
高
塚
村
内

西

方

領

一

、

高

四

拾

七

石

四

斗

弐

合

西

天

田

村

内

丸

岡

領

一

、

高

百

七

石

四

斗

者

釜

谷

村

内

北

庄

廻

一

、

高

百

石

者

水

越

村

内

高

合

五

百

石

右
為
加
増
令
扶
助
誌
、
全
可

領
知
者
也
、
冊
如
件
、

元

和

九

年

亥

（

松

平

忠

直

）

正

月

七

日

（

黒

印

）

桜

井

武

兵

衛

と

の

へ

８
松
平
忠
直
黒
印
状

７
松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

~~~~~~~~､ ､ ､ 、 、 、 ､ ､

~

覚

高
弐
百
石
者

高
弐
百
石
者

高
弐
百
石
者

高
百
石
者

高
百
五
拾
石
者

高
百
石
者

高
百
石
者

高
百
石
者

高
百
五
拾
石
者

高
百
石
者

高
三
百
石
者

高
五
拾
石
者

吉
江
伝
右
衛
門
跡

寺
田
久
兵
衛
跡

石
川
次
兵
衛
跡

寺
田
長
兵
衛

石
川
三
九
郎

小
石
左
内

河
口
藤
十
郎

若
林
六
右
衛
門

後
藤
彦
十
郎

舘
惣
右
衛
門

岩
崎
次
右
衛
門

寺
田
九
兵
衛

宮
路
加
兵
衛

土
橋
長
左
衛
門

一

、

高

百

石

者

中

村

久

左

衛

門

跡

中

村

長

右

衛

門

一
、
高
五
拾
石
者
福
田
九
左
衛
門
跡
福
田
茂
左
衛
門

一

、

高

百

石

者

杉

野

角

右

衛

門

跡

杉

野

角

大

夫

一

、

高

百

石

者

河

井

久

右

衛

門

跡

河

井

宗

右

衛

門

一

、

高

百

石

者

後

藤

彦

左

衛

門

跡

後

藤

五

右

衛

門

一

、

高

百

石

者

大

山

善

久

跡

早

川

九

左

衛

門

一
、
高
百
五
拾
石
者
加
藤
忠
左
衛
門
跡
加
藤
半
兵
衛

一

、

高

百

石

者

小

倉

甚

左

衛

門

跡

小

倉

小

平

次

一
、
高
百
石
者
伊
藤
甚
五
左
衛
門
跡
伊
藤
加
右
衛
門

一

、

高

百

石

者

山

路

三

右

衛

門

跡

松

田

伝

兵

衛

一

、

高

百

石

者

山

科

権

七

郎

跡

山

科

瀬

兵

衛

一

、

高

百

五

拾

石

者

畑

五

左

衛

門

跡

畑

勝

次

郎

一

、

高

百

石

者

土

方

忠

兵

衛

跡

土

方

助

左

衛

門

一

、

高

百

石

者

岡

田

与

右

衛

門

跡

岡

田

久

右

衛

門

一

、

高

百

石

者

山

田

三

郎

兵

衛

跡

山

川

茂

兵

衛

一

、

高

百

石

者

内

藤

吉

右

衛

門

跡

一
、
高
弐
百
石
者
山
路
九
郎
兵
衛
跡

一
、
高
弐
百
石
者
山
路
九
郎
兵
衛
跡

高

合

参

千

八

百

石

右
為
寄
子
申
付
候
詑
、
全
可

進
退
者
也
、
冊
如
件
、

元

和

九

年

亥

（

松

平

忠

直

）

正

月

十

五

日

（

黒

印

）

桜

井

武

兵

衛

と

の

へ

一
言
申
遣
候
、
其
元

湯
相
当
候
哉
、
無
心

許
候
、
不
及
申
候
へ
共
、

養
生
之
儀
専
一
候
、

相
替
儀
二
者
可
被

申
越
候
、
委
細
者

白
石
七
郎
右
衛
門
・
長
谷
河

小
左
衛
門
か
た
よ
り
可

申
候
、
謹
言
、

（

松

平

忠

直

）

正

月

十

二

日

（

花

押

）

一
日
（
花
押
）

宛

行

知

行

分

之

事

志

比

領

一
、
高
百
三
拾
壱
石
弐
斗
六
升
者
牧
村
内

府

中

領

一

、

高

六

拾

五

石

三

斗

八

升

者

山

室

村

内

大

野

領

一

、

高

三

拾

石

九

斗

壱

升

者

田

野

村

内

三

国

領

一

、

高

六

拾

八

石

七

斗

四

升

者

玉

野

江

村

内

北

庄

廻

一

、

高

三

石

七

斗

壱

升

者

地

蔵

堂

村

内

高

合

参

百

石

右
為
加
増
令
扶
助
誌
、
全
可

領
知
者
也
、
冊
如
件
、

元

和

九

年

亥

（

松

平

忠

直

）

二

月

三

日

（

黒

印

）

桜

井

左

助

と

の

へ

皿
松
平
忠
直
言
状

９
松
平
忠
直
知
行
宛
行
状

桜
井
武
兵
衛
殿
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労
被
察
候
、
相
替

事
者
委
曲
可

被
申
越
候
、
委
細
者

（

刑

）

藤
埜
小
形
部
か
た
よ
り

可
申
候
、
恐
と
謹
言
、

卯

月

十

八

日

忠

直

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

殿

為
見
廻
書
中

披
見
満
足
至
候
、

両

御

所

様

御
機
嫌
能
、
仕
合

残
所
無
之
候
間

可
心
易
候
、
其
元

番
木
・
火
之
本
以
下

能
と
可
被
入
念
、

猶

以

先

書

二

も

如

申

遣

候

、

其

元

に

て

申

付

候

も

の

能

と

可

被

入

念

候

、

己

上

、

一
言
申
遣
候
、
先
書

如
申
越
候
、
髪
元
弥

仕
合
能
候
間
、
可
心

易
候
、
其
元
留
守

其
他
万
事
苦

皿
松
平
忠
直
書
状

Ⅱ
松
平
忠
直
書
状

尚

以

少

も

由

断

有

間

敷

候

、

其

元

番

木

以

下

苦

労

察

入

候

、

己

上

、

一
耆
申
遣
候
、
簑
元

仕
合
能
候
間
、
可
心

安
候
、
随
而
先
害

如
申
遣
候
、
其
元
に
て

申
付
候
者
之
儀
、

能
と
目
付
を
つ
け

由
断
有
間
敷
候
、
震

（

マ

マ

）

元
へ
聞
二
候
ハ
、
夜
二
入

（

解

れ

）

候
ヘ
ハ
、
わ
か
れ
候
様
二

相
聞
候
問
、
無
油
断

人
を
可
付
置
候
、

江
戸
・
駿
河
へ
参
着

い
た
し
候
上
ハ
、
其
元
に
て

由
断
有
間
敷
候
、

委
細
者
跡
よ
り

可
申
遣
候
、
謹
言
、

卯

月

廿

五

日

忠

直

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

殿

中
萬
事
被
入
精

苦
労
様
と
懸
せ
し
め
候

最
別
も
如
申
付
候
、

其
元
之
様
子
能
と

如
申
付
可
仕
候
、
少
も

喝
松
平
忠
直
言
状 猶

一
書
申
遣
候
、
そ
こ
も
と

相
か
ハ
る
儀
無
之

候
哉
、
こ
蔑
ろ
も
と
な
く
候

こ
菌
も
と
仕
合
弥

よ

く

御

し

ろ

へ

細
々
出
御
慈
情

之
段
書
面
に
も
申

画
か
た
く
候
、
そ
こ
も
と
へ

を
そ
く
か
へ
り
申
候
共
、

少
も
き
つ
か
ひ
有
ま
し
く
候
、

先
害
に
も
如
申
遣
候
、

そ
こ
も
と
に
て
申

付
こ
と
く
、
す
こ
し
も

ゆ
た
ん
あ
る
ま
し
く
候
、

何
事
も
あ
ひ
か
ハ
る

事
も
可
被
申
越
候
、

目
出
度
や
か
て

帰
城
候
而
可
申
候
、
謹
言
、

五

月

廿

日

忠

直

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

殿

由
断
有
間
敷
候
、
何

事
も
頓
而
帰
城

候
而
可
申
候
、
謹
言
、

五

月

七

日

忠

直

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

殿

叫
松
平
忠
直
書
状
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む
き
よ
り
、
よ
し
田
修
理
・
本

多
左
門
・
高
田
遠
江
か
た
へ
申

つ
か
ハ
し
候
、
さ
た
め
て
右
三
人

之
も
の
よ
り
申
わ
た
す
へ
く
候
、

之
儀
、
お
も
て
む
き
』

そ
の
方
門
葉
・
作
右
垂

相
わ
た
す
へ
き
よ
し
、

尚

以

彼

も

の

蚤

儀

、

少

も

由

断

有

ま

し

く

候

、

門

葉

二

被

申

渡

候

者

、

返

事

に

可

被

（

力

）

（

逗

留

）

申

越

候

、

冊

越

前

と

う

り

う

の

事

、

三

十

か

こ

く

の

大

ミ

や

う

と

も
（

力

）

こ

蚤

も

と

に

あ

い

つ

め

、

そ

の

ゆ

へ

越

前

も

こ

園

も

と

に

さ

し

を

か

セ

ら

れ

候

よ

し

に

て

候

と

申

め

く

り

候

、

す

こ

し

も

と

う

り

う

候

と

て

き

つ

か

ひ

あ

る

ま

し

く

候

、

此

儀

大

事

の

こ

と

に

て

候

間

、

か

な

ら

す

ノ

、

お

ん

ミ

つ

な

る

事

、

以

上

、

~

一
耆
申
遣
候
、
冊
其
も
と
無
何
事

候
哉
、
無
心
元
候
、
こ
蚤
も
と
も

無
何
事
仕
合
の
こ
つ
所
も

無
之
候
間
、
可
心
安
候
、
冊
先
耆
二

如
申
遣
候
彼
も
の
塗
儀
よ
く
ノ
ー

付
を
き
候
ハ
、
可
被
入
念
候
、
然
者

（

番

所

）

か
の
も
の
う
け
と
り
候
ば
ん
し
ょ

之
儀
、
お
も
て
む
き
に
て
一
昨
日

そ
の
方
門
葉
・
作
右
衛
門
両
人

妬
松
平
忠
直
言
状

お
も
て

申
わ
た
し
候
間
、
可

留
守
中
く
ろ
う
と
も

さ
っ
し
入
候
、
謹
言

六

月

廿

四

日

可

細
之
儀
者
桜
井
甚
助
も

門
葉
儀
ハ
其
方
一
人
ニ
あ
っ
け

（

武

人

）

候
ヘ
ハ
、
ふ
し
ん
た
つ
者
候
間
、
門
葉

（

番

所

）

と
両
人
ば
ん
し
よ
あ
つ
け
お
き
候
、

弥
可
被
入
念
候
、
又
門
葉
二
き
か
せ

よ
く
と
ん
と
被
存
候
ハ
、
可
被
申
候
、
門
葉

儀
も
別
て
れ
ん
こ
ろ
に
候
も
の
に
て

候
ま
蚤
、
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
と

お
も
ひ
候
間
、
其
方
申
わ
た
さ
れ

可
然
候
と
被
存
候
ハ
、
、
可
被
申
渡
候
、

其
方
ふ
ん
べ
つ
次
第
に
て
候

申
わ
た
さ
れ
候
ハ
、
、
お
ん
ミ
つ
に
て

可
被
申
候
、
こ
嵐
も
と
な
に
事
な
く

弥
御
ね
ん
こ
ろ
の
御
読

と
も
二
候
間
、
ま
ん
そ
く
可
被

申
候
、
ば
ん
と
う
被
入
念
候
由
、

こ
れ
又
ま
ん
そ
く
二
候
、
少
之
間

候
間
よ
く
ノ
ー
可
被
入
念
候
、
委

陥
松
平
忠
直
言
状

尚
と
先
度
如
申

越
候
、
門
葉
か
た
へ
も

具
申
遣
候
間
、
可
被
得

忠

直

（

花

押

）

桜
井
武
兵
衛
殿

申
越
候
、

其

意

候

、

己

上

、

一
耆
申
遣
候
、
其

元
長
之
留
守
中

苦
労
共
候
、
然
者

（

自

か
の
者
之
儀
、
し

妖
挫
）

セ
ん
か
け
お
ち
な
と

不
仕
や
う
に
門
葉
と

令
相
談
、
先
度

如
被
申
越
候
、
番
木

之
儀
ゆ
た
ん
あ
る

ま
し
く
候
、
其
為

其
も
と
の
や
う
す
、
具

耆
付
可
被
申
越
候
、

為
其
宜
敷
申

遣
候
、
謹
言
、

（

松

平

忠

直

）

八
月
三
日
（
花
押
）

桜

井

武

ｎ

Ⅱ

Ｕ

尚

と

か

の

者

之

儀

弥

可

被

入

念

候

、

已

上

、

一
言
申
遣
候
、
価
か
の

も
の
覚
儀
、
よ
く
ノ
ー

ね
ん
を
い
れ
ら
る
へ
く
候
、

や
か
て
こ
蚤
も
と
ま

い
り
候
様
二
可
申
付
候
間
、

其
う
ち
か
の
者

か
け
お
ち
な
と
い
た
し

Ⅳ
松
平
忠
直
言
状
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候
ハ
ぬ
や
う
に
ね
ん
を

入
る
へ
く
候
、
く
わ
し
き

（

刑

）

儀
者
藤
埜
小
形
部
か
た
よ
り

申
遣
へ
く
候
、
万
事

申
遣
へ
く
候
、
万

遣
候
間
、
早
と
申
越
候
也
、

（

松

平

忠

直

）

八

月

十

一

日

（

花

押

）

桜

井

武

兵

衛

□

尚
あ
と
よ
り
可
申

ね
ん
を
入
れ
候
段

可目二可水候目 イ乃断不相一
被あ具被に者ま此養及当書
申し差申て ひそ生申候申

候農攪侯：關暑：喜嵯哉攪尤可候尚
差ハ間又ちに と え候共無 、候心哉以
元 、 、 目いて ん 、 、心湯 元 、湯

薬 も 無元 候ｼ幽さ 油候
し 能無

と

養
生

し
う
ち
や
く
の
至
候
、

肥
松
平
忠
直
書
状

相
替
儀
無
之
候
条

可
心
安
候
、
謹
言
、（

松

平

忠

直

）

極

月

廿

八

日

（

花

押

）

桜

井

、

Ⅱ

Ｕ

岨
我
等
は
し
り
め
く
り
之
覚

我

等

は

し

り

め

く

り

之

覚

一
、
藤
岡
お
も
て
二
而
、
さ
た
け
衆
と
小
田
原
衆

た
い
ぢ
ん
之
時
、
す
わ
く
宗
右
衛
門
尉
・
我
等
、
鑓
は
し
め
ヲ

仕

候

事

、

一
、
新
う
つ
の
宮
た
げ
一
而
、
京
牢
人
村
井
・
我
等

や
り
は
し
め
ヲ
仕
候
、
田
代
大
膳
可
存
候
事
、

一
、
冨
田
一
而
、
う
じ
な
お
、
大
中
寺
山
二
あ
か
り
見

被
申
候
、
冨
田
の
宿
や
ぶ
り
、
城
の
門
ま
で
お
し
こ
ミ
、

鑓

仕

候

事

、

一
、
つ
く
ば
山
ヲ
、
小
田
衆
・
ま
か
く
衆
も
ち
候
所
へ
、
山
上

郷
右
衛
門
尉
、
我
等
さ
き
に
お
し
こ
ミ
、
ち
そ
く
院
と

申
候
寺
一
而
、
高
名
仕
候
、
其
時
、
中
山
か
け
ゆ
・
石
原

主
膳
、
同
前
二
高
名
仕
候
、
む
す
こ
か
け
ゆ
も
、
其

時
高
名
仕
候
事
、

一
、
ゆ
ふ
き
の
田
川
二
而
、
い
わ
ら
殿
も
打
死
申
候
時
、

は
ち
か
た
の
安
房
守
、
馬
ヲ
入
、
や
り
手
お
い

被
申
候
時
、
我
等
か
け
つ
け
、
て
き
へ
く
び
と
ら
せ

不
申
候
、
其
時
、
松
田
六
郎
左
衛
門
尉
、
我
等
高
名
仕
候
事

一
、
松
田
新
六
郎
、
ぎ
や
く
し
ん
ノ
時
、
い
づ
ミ
か
し
ら

御
番
二
お
り
、
湯
川
お
も
て
二
而
、
仕
や
い
ノ
時
、

朝
比
奈
又
太
郎
、
馬
ヲ
入
、
い
づ
ミ
か
し
ら
衆
を

お
い
く
っ
し
、
う
た
せ
申
候
所
二
、
我
等
一
人
返
し
、

又
太
郎
ヲ
ニ
や
り
つ
き
申
候
、
そ
れ
よ
り
お
い
と
ま
り
候
、

あ
ま
た
う
た
れ
申
候
二
、
引
取
申
候
、
其
時
、
高
名

い
た
し
候
、
瀬
戸
与
兵
衛
、
只
今
、
尾
わ
り
之

名
古
屋
二
お
り
申
候
事
、

一
、
あ
し
か
が
二
而
、
草
ノ
時
、
朝
よ
り
昼
比
ま
で
、
し
や

~

い
御
座
候
、
其
時
、
我
等
ぬ
き
出
、
は
し
り
め
ぐ
り
候
、

う
じ
な
お
、
御
か
ん
し
よ
う
持
申
候
事
、

一
、
ぬ
ま
た
の
森
下
二
而
、
藤
田
大
学
・
我
等
二
人
、

一
番
の
り
ヲ
い
た
し
、
は
し
り
め
ぐ
り
候
事
、

一
、
ミ
な
川
ノ
大
平
山
ヲ
、
あ
し
が
る
衆
十
か
し
ら

大
藤
二
手
二
被
仰
付
候
所
二
、
や
ぶ
り
不
得
候
所
一
一
、

我
等
へ
安
房
守
被
申
付
候
間
、
上
ノ
山
よ
り
お
し

こ
ミ
、
く
び
二
・
三
十
と
ら
せ
、
ご
ん
げ
ん
ど
う
ヲ
や
き

あ
げ
申
候
所
へ
、
て
き
か
か
り
、
味
方
ヲ
お
し
く
づ

し
申
候
、
我
等
返
し
、
一
人
も
う
た
せ
不
申

引

申

候

事

、

此
外
、
人
な
ミ
し
ゅ
び
合
候
事
、
度
と
候
へ
共
、
不
申
上
候
、

一
、
越
前
二
而
、
く
せ
ノ
但
馬
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
但
馬
と

鑓
合
申
候
事
、

一
、
な
が
み
右
衛
門
尉
、
御
せ
い
は
い
ノ
時
、
井
上
多
左
衛
門
尉
・
ふ
か
沢

長
右
衛
門
尉
、
せ
め
口
へ
見
し
二
参
、
多
左
衛
門
尉
・
長
右
衛
門
尉
な
ミ
ニ
、

鑓
四
・
五
度
仕
候
、
其
時
、
我
等
む
す
こ
十
大
夫
、
あ
し

が
る
か
し
ら
松
崎
弥
五
介
打
死
仕
候
、

左
介
も
、
井
上
多
左
・
ふ
か
澤
長
右
、
高
名
仕
候
事
、

以

上

、

九

月

十

九

日

桜

井

武

兵

衛

（

花

押

）
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桜 井 兼 之 助 （ 天 保 八 年 生 ま れ ） が 編 集 し た 系 図 を も と に 作 成 し た 。 兼 之 助 は 、 桜 井 武 兵 衛 の 十 一 男 祖 兵 衛 （ 「 松 平 直 政 給 帳 」

に 桜 井 曽 之 助 と 記 さ れ る 人 物 で あ ろ う ） か ら 八 代 後 の 人 物 。 後 北 条 氏 家 臣 桜 井 氏 の 系 譜 は 、 祖 兵 衛 が 継 承 し た た め 、 兼 之 助

の 系 図 は 武 兵 衛 元 勝 と 祖 兵 衛 元 真 の 系 譜 を 中 心 に 作 ら れ て い る 。 人 名 の 脇 の 〔 〕 内 は 、 系 図 の 原 本 の 記 述 か ら 抜 粋 し た も

の で あ る 。 疑 問 の 箇 所 に は 「 ？ 」 を 付 し た 。 ま た 、 他 の 史 料 か ら 補 っ た 記 事 は 〈 〉 内 に 記 し 、 出 典 は （ ） 内 に 略 称 で 示 し た 。 略 称 は 、

桜 井 武 兵 衛 覚 耆 Ⅱ 武 、 国 事 叢 記 Ⅱ 国 、 結 城 秀 康 給 帳 Ⅱ 結 、 松 平 直 政 給 帳 Ⅱ 松 、 桜 井 文 書 Ⅱ 桜 と し た 。

桜 井 家 略 系 図

左 近
〈 天 正 十 二 年 十 月 頃 没 （ 桜 ） 〉

ｒ 武 兵 衛 元 勝

ｌ 祖 兵 衛 元 真

十 男

左 近 〔 浪 人 、 豊 後 に て 病 死 〕

九 男

ｌ 肥 前 〔 出 家 、 還 俗 し 島 原 の 乱 で 高 名 、 松 平 但 馬 に 仕 官 、 病 死 〕

八 男

ｌ 弁 之 助 〔 浪 人 、 島 原 の 乱 で 討 死 〕

七 男

ｌ 武 大 夫 〔 越 前 に て 病 死 〕

六 男

ｌ 三 郎 左 衛 門 〔 祖 父 武 兵 衛 ？ の 指 図 に よ り 成 敗 〕

｜ 源
四 男

ｌ 佐 助 〔 忠 直 改 易 後 、 小 笠 原 山 城 守 預 り 〕

〈 元 和 八 年 、 永 見 右 衛 門 の 成 敗 に 武 兵 衛 ・ 十 大 夫 と と も に 討 手 に 加 わ る （ 武 ） 〉

三 男

ｌ 市 十 郎 〔 慶 長 十 九 年 、 大 坂 の 陣 に 参 陣 、 忠 直 の 高 名 に 助 力 〕

二 男

ｌ 甚 之 助 〔 慶 長 十 七 年 の 久 世 但 馬 騒 動 の 頃 に 死 去 ？ 〕

〈 元 和 元 年 、 大 坂 夏 の 陣 で 戦 功 （ 国 ） 。 元 和 二 年 、 忠 直 よ り 知 行 四 百 五 十 石 （ 桜 ） 〉

嫡 子

’ 十 大 夫 〔 元 和 八 年 没 、 忠 直 の 永 見 右 衛 門 成 敗 の 際 、 武 兵 衛 と と も に 討 手 に 加 わ り 討 死 〕

十 一 男

五 男
Ｆ 艀 郎 ｌ 刑 部 ｌ 鱸 次 郎 ｌ 樋 兵 衛 元 如 ｌ 武 兵 術 武 久 １ 門 次 元 正 Ｉ 兼 之 助

三 代 四 代 五 代 六 代 七 代 八 代

次 郎 元 重

〔 大 坂 の 両 陣 に 参 加 。 上 総 姉 ヶ 崎 で 松 平 直 政 よ り 二 百 石 、 越 前 大 野 で 百 石 、

都 合 三 百 石 、 寛 永 十 三 年 八 月 十 八 日 、 松 本 に て 死 没 、 四 十 三 歳 〕

后 武 兵 衛 元 定

〔 家 督 を 継 承 、 三 百 石 、 出 雲 で 百 石 加 増 。 延 宝 三 年 四 月 十 四 日 没 〕

〈 直 政 給 帳 に 「 大 番 三 番 、 四 百 石 、 桜 井 源 次 郎 」 と あ り （ 直 ） 〉

〔 寛 永 八 年 、 越 前 大 野 で 直 政 に 仕 え 、 松 本 を 経 て 、 同 十 五 年 出 雲 の 松 江 で 百 五 十 石 。

寛 文 十 二 年 八 月 、 綱 隆 よ り 百 五 十 石 加 増 。 延 宝 四 年 六 月 死 去 、 六 十 六 歳 〕

〈 直 政 給 帳 に 「 大 番 二 番 、 百 五 十 石 、 桜 井 曽 之 助 」 と あ り （ 直 ） 〉

〔 越 前 で 五 百 石 、 、 足 軽 三 十 人 預 り 、 寛 永 八 年 七 月 十 七 日 没 、 七 十 五 歳 〕

〈 秀 康 の 給 帳 に 「 鉄 炮 組 頭 衆 、 五 百 石 、 武 蔵 国 、 桜 井 武 兵 衛 」 と あ る （ 結 ） ・

慶 長 十 九 年 、 大 坂 冬 の 陣 に 参 陣 、 五 百 石 、 足 軽 二 十 五 人 （ 国 ） 。 寛 永 元 年 、

松 平 光 長 に 従 い 越 後 の 高 田 に 移 動 （ 国 ） 〉

一 武 兵 衛 〔 綱 近 よ り 家 督 を 許 さ れ 一 二 百 石 、

宇 右 衛 門 〔 元 禄 二 年 九 月 二 十 四 日 病 没 〕

弟 没 後 、 そ の 知 行 百 石 を 加 え ら れ 、

’ 一 函 Ｉ

都 合 四 百 石 、 の ち に 改 易 〕


